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同
会
議
は
︑
令
和
７
年
６

月
に
成
立
し
た
﹁
貨
物
自
動

車
運
送
事
業
の
適
正
化
の
た

め
の
体
制
の
整
備
等
の
推
進
に

関
す
る
法
律
﹂
に
基
づ
き
︑

物
流
に
関
す
る
施
策
の
総
合

的
か
つ
集
中
的
な
推
進
を
図
る

た
め
︑
８
年
３
月
に
政
府
が
設

立
し
た
﹁
物
流
政
策
推
進
会

議
﹂（
別
掲
）
の
下
に
設
置
さ

れ
た
も
の
︒
岡
野
ま
さ
子
国

土
交
通
省
大
臣
官
房
総
括
審

議
官
を
議
長
と
し
︑
全
ト
協

の
坂
本
最
高
顧
問
や
寺
岡
会

長
を
は
じ
め
と
し
た
︑
物
流
の

実
務
に
関
し
て
十
分
な
知
識

と
経
験
を
有
す
る
者
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
︑﹁
貨
物
自
動
車
運

送
事
業
の
適
正
化
の
た
め
の
体

制
の
整
備
等
の
推
進
に
関
す
る

施
策
﹂︑﹁
物
流
革
新
の
﹃
集

中
改
革
期
間
﹄
に
お
け
る
必

要
な
物
流
の
機
能
を
維
持
す

る
た
め
の
施
策
﹂
な
ど
の
議
題

に
つ
い
て
審
議
を
行
う
︒

　

会
で
は
冒
頭
︑
加
藤
竜
祥

国
土
交
通
大
臣
政
務
官
が
あ

い
さ
つ
し
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
適
正

化
二
法
に
お
い
て
︑
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の
経
済
的
・
社
会

的
地
位
の
向
上
や
ト
ラ
ッ
ク
運

送
業
界
の
質
の
向
上
を
図
る

た
め
︑
許
可
更
新
制
度
や
適

正
原
価
が
導
入
さ
れ
る
こ
と
に

な
る
︒
ぜ
ひ
忌
憚
の
な
い
ご
意

見
を
賜
り
な
が
ら
︑
実
り
あ

る
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
﹂
と
述
べ
た
︒
続
い

て
︑
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
の

成
立
に
尽
力
し
た
坂
本
全
ト

協
最
高
顧
問
が
あ
い
さ
つ
に
立

ち
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法

の
肝
は
︑
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
た
る
ド
ラ
イ
バ
ー
の
経

済
的
・
社
会
的
地
位
の
向
上
︑

ず
ば
り
賃
金
の
大
幅
ア
ッ
プ
に

よ
る
担
い
手
不
足
の
根
本
的

な
解
決
を
図
る
こ
と
で
あ
る
︒

正
規
雇
用
で
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー

の
経
済
的
地
位
の
向
上
を
図

り
︑
我
が
国
の
非
正
規
雇
用

を
減
ら
し
︑
日
本
の
健
全
な

労
働
力
と
現
場
力
を
守
る
第
一

歩
に
し
た
い
﹂
と
︑
強
い
決
意

を
示
し
た
︒

　

同
会
議
は
今
後
︑
今
年
秋

か
ら
冬
に
か
け
て
第
２
回
会
議

を
︑
ま
た
９
年
春
頃
に
第
３
回

会
議
を
開
催
す
る
予
定
︒

　

国
土
交
通
省
は
７
月
17
日
︑

﹁
第
１
回
適
正
原
価
の
設
定

に
向
け
た
有
識
者
検
討
会
﹂

（
座
長
:
山
内
弘
隆
一
橋

大
学
名
誉
教
授
）
を
開
催
︒

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
か
ら

は
︑
寺
岡
洋
一
会
長
と
馬
渡

雅
敏
副
会
長
（
物
流
政
策
委

員
長
）
が
専
門
委
員
と
し
て

出
席
し
た
︒

　

令
和
７
年
６
月
に
成
立
し

た
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
で

は
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

が
自
ら
貨
物
を
運
ぶ
時
や
︑

他
の
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

等
に
運
送
を
委
託
す
る
時

は
︑
国
土
交
通
大
臣
が
定
め

る
﹁
適
正
原
価
﹂
を
継
続
し

て
下
回
ら
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
︑
同
法

の
公
布
か
ら
３
年
以
内
と
な

る
令
和
10
年
６
月
ま
で
に
施

行
さ
れ
る
︒
同
検
討
会
で
は
︑

適
正
原
価
の
適
切
な
設
定
に

向
け
た
論
点
整
理
と
方
向
性

に
つ
い
て
議
論
を
行
う
︒

　

同
検
討
会
で
は
︑
適
正
原

価
設
定
に
向
け
た
制
度
設
計

の
基
本
的
な
方
向
性
（
案
）

と
し
て
５
項
目
が
掲
げ
ら
れ

（
詳
細
２
面
）︑﹁﹃
適
正
原

価
﹄
の
項
目
に
つ
い
て
は
︑

基
本
的
に
は﹃
標
準
的
運
賃
﹄

を
踏
襲
し
た
設
計
と
す
べ
き

で
は
な
く
︑
当
該
期
間
に
お

け
る
走
行
距
離
や
稼
働
時
間

等
の
イ
ン
プ
ッ
ト
に
基
づ
き
︑

﹃
適
正
原
価
﹄
を
導
入
で
き

る
算
定
式
を
示
す
必
要
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
﹂
︱
︱
な

ど
と
し
た
上
で
︑
適
正
原
価

設
定
に
向
け
て
は
︑
今
後
結

果
が
示
さ
れ
る
予
定
の
実
態

調
査
の
結
果
を
踏
ま
え
つ
つ
︑

制
度
面
で
は
﹁
適
正
原
価
を

設
定
す
る
事
業
種
別
﹂︑﹁
適

正
原
価
を
設
定
す
る
車
型
・

車
種
の
単
位
﹂︑﹁
適
正
原
価

を
設
定
す
る
地
域
の
単
位
﹂︑

﹁
実
車
率
・
回
送
料
金
の
取

り
扱
い
﹂︑﹁
物
流
効
率
化
の

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
担
保
﹂︑

﹁
物
価
変
動
へ
の
対
応
・
改

定
の
頻
度
﹂︑
さ
ら
に
適
正

原
価
の
構
成
要
素
や
運
用
等

︱
︱
の
論
点
に
つ
い
て
検
討

す
る
こ
と
が
必
要
と
し
た
︒

　

寺
岡
全
ト
協
会
長
は
︑﹁
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
解
消
が
一
番

の
課
題
で
あ
り
︑
そ
れ
を
解

決
す
る
た
め
に
は
待
遇
改
善

し
か
道
は
な
い
︒
適
正
原
価

に
つ
い
て
は
荷
主
企
業
を
は

じ
め
多
く
の
方
々
に
納
得
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
︑
実

効
性
の
あ
る
も
の
を
仕
上
げ

て
い
た
だ
き
た
い
﹂
と
要
望

し
た
︒

　

ま
た
︑
馬
渡
全
ト
協
副
会

長
は
﹁
こ
れ
ま
で
は
力
の
あ

る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
は

利
潤
を
確
保
で
き
た
が
︑
保

有
台
数
20
台
以
下
の
事
業
者

は
な
か
な
か
荷
主
の
言
う
こ

と
に
逆
ら
う
こ
と
が
で
き
ず
︑

利
潤
を
確
保
で
き
な
か
っ
た
︒

こ
う
し
た
取
引
環
境
の
改
善

に
向
け
て
︑
適
正
原
価
の
考

え
方
に
つ
い
て
は
と
て
も
感

謝
し
て
い
る
﹂
と
述
べ
た
︒

　

同
検
討
会
で
は
今
後
︑
年

内
に
６
回
ほ
ど
開
催
を
予
定

し
て
お
り
︑
12
月
に
開
催
予

定
の
第
６
回
検
討
会
で
提
言

案
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
予

定
︒

で
は
な
い
か
﹂︑

﹁
十
分
な
賃
金
が

支
払
わ
れ
る
こ
と

を
前
提
に
︑
ト
ラ

ッ
ク
運
送
事
業
者

・
荷
主
等
双
方
の

物
流
効
率
化
の
イ

ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

損
な
わ
な
い
よ
う

な
制
度
設
計
と
す

べ
き
で
は
な
い
か
﹂︑

﹁﹃
適
正
原
価
﹄

告
示
に
お
い
て
は
︑

﹃
標
準
的
運
賃
﹄

告
示
の
よ
う
な
タ

リ
フ
表
を
示
す
の

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
坂
本
克
己
最

高
顧
問
と
寺
岡
洋
一
会
長
は
︑
７
月
14
日
︑

中
央
合
同
庁
舎
８
号
館
に
お
い
て
開
催
さ

れ
た
﹁
第
１
回
物
流
政
策
推
進
関
係
者
会

議
﹂（
別
掲
）
に
出
席
し
︑
物
流
に
関
す
る

施
策
の
総
合
的
か
つ
集
中
的
な
推
進
に
向

け
た
︑
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
側
か
ら
の

意
見
を
述
べ
た
︒

　

坂
本
全
ト
協
最
高
顧
問
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク

適
正
化
二
法
に
よ
り
︑
国
民
の
暮
ら
し
と

我
が
国
経
済
の
基
盤
た
る
物
流
が
︑
持
続

可
能
で
世
界
に
冠
た
る
成
長
産
業
に
発
展

す
る
こ
と
を
心
よ
り
願
う
﹂と
し
た
上
で
︑

﹁
本
会
議
に
お
い
て
︑
政
官
労
使
が
一
致

結
束
し
て
︑
国
益
に
立
脚
し
た
大
き
な
議

論
を
行
い
︑
国
民
の
た
め
に
適
正
化
二
法

を
迅
速
か
つ
確
実
に
動
か
し
て
い
た
だ
き

た
い
﹂
と
力
強
く
述
べ
た
（
関
連
２
面
）︒

物流政策推進会議

物流政策推進関係者会議

議　長　　内閣官房長官
副議長　　農林水産大臣、経済産業大臣、国土交通大臣
構成員　　内閣府特命担当大臣（消費者及び食品安全担当）、
　　　　　国家公安委員会委員長、厚生労働大臣、環境大臣、
　　　　　公正取引委員会委員長

議　長　　国土交通省大臣官房総括審議官
副議長　　農林水産省大臣官房総括審議官（新事業・食品産業）、
　　　　　経済産業省大臣官房商務・サービス審議官
構成員　　公正取引委員会事務総局経済取引局長、警察庁交通局長、
　　　　　消費者庁次長、厚生労働省労働基準局長、中小企業庁次長、
　　　　　国土交通省道路局長、環境省水・大気環境局長、
　　　　　公益社団法人全日本トラック協会、全日本運輸産業労働組合連合会

坂本　克己
全ト協最高顧問

成田　幸隆
全日本運輸産業労働組合連合会

中央執行委員長

加藤　竜祥
国土交通大臣政務官

岡野　まさ子
国土交通省

大臣官房総括審議官

寺岡　洋一
全ト協会長

馬渡　雅敏
全ト協副会長

全ト協から寺岡会長（右から２人目）、馬渡副会長（右）、労働組合から成田幸隆
全日本運輸産業労働組合連合会中央執行委員長（左から２人目）、織田正弘全国
交通運輸労働組合総連合中央執行委員長（左）が専門委員として出席（7月17日、
国交省）

健全な労働力を確保することこそが我が国最大の国益！
ドライバーの幸せ、適正化二法がその先陣を切る!!

「物流政策推進関係者会議」（政・官・労・使）を立ち上げ 坂本最高顧問 強く主張

「適正原価」設定に向けて議論をスタート！「適正原価」設定に向けて議論をスタート！
国土交通省「第１回適正原価の設定に向けた有識者検討会」を開催

発行所公益社団法人

〒160-0004 東京都新宿区四谷三丁目2番地5
全日本トラック総合会館

☎（03）3354-1029（広報部）
https://jta.or.jp

8月1日号
（定価・税込348円／会員の購読料は会費に含みます）

※紙面に関する問い合わせは広報部まで

毎月1日・15日発行
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ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

～ 一時停止編 ～

法令　　  クイズ
マル　 バツ

❶	�道路外施設に出入りするために歩道を横切るときは、歩行者がいな
い場合でも歩道の手前で一時停止しなければならない。（ ○・× ）

❷	�交通整理の行われていない横断歩道の手前で止まっている車がいる
ときは、そのそばを通って前方に出る前に一時停止をしなければな
らない。（ ○・× ）

❸	�道路標識等により一時停止が指定されている信号機のない交差点の
通過時、停止線が設けられていない場合は、交差点の直前で一時停
止しなければならない。（ ○・× ）

❹	�児童、幼児等の乗降のため停車している通学通園バスの側方を通過
しようとするときは、一時停止して安全を確認しなければならな
い。（ ○・× ）

❺	�赤色の点滅信号では、歩行者も車両も停止位置で一時停止しなけれ
ばならない。（ ○・× ）

（解答は7面）

　あなたは、夏休み中の中央線のない生活道路を走行して
います。右前方のアパートのそばには手を振っている子ども
がいます。この場面にはどのような危険がありますか。また、
危険を避けるためにはどのような運転をすればよいでしょう
か。考えてみましょう。

状 

況

〔第 187回〕「夏休み中の生活道路」

（解説・7面）

◆どのような運転をすれば危険を避けることができますか？

◆どのような危険がありますか？

あなたならどうしますか？
危険予知訓練（KYT）シート：交通事故防止編

☟
こ
の
角
を
基
準
に
拡
大
率
を
141
％
に
設
定
す
る
と
、
A4
サ
イ
ズ
で
プ
リ
ン
ト
で
き
ま
す
。

　
﹁
国
民
生
活
を
守
る
ト
ラ
ッ

ク
事
業
を
推
進
す
る
議
員
連

盟
﹂
設
立
総
会
が
７
月
14
日
に

開
催
さ
れ
︑
赤
羽
一
嘉
衆
議
院

議
員
が
会
長
に
就
任
し
た
︒

　

同
議
員
連
盟
は
︑
同
会
の
趣

旨
に
賛
同
す
る
有
志
の
国
会
議

員
等
に
よ
っ
て
新
た
に
結
成
さ

れ
た
も
の
︒
当
日
は
︑
約
40
人

の
国
会
議
員
が
出
席
し
た
︒
所

属
議
員
一
覧
は
別
掲
の
通
り
︒

　

赤
羽
会
長
は
就
任
後
の
あ
い

さ
つ
で
︑﹁
コ
ロ
ナ
禍
や
自
然
災

害
発
生
時
に
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド

ラ
イ
バ
ー
の
皆
様
が
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
︑
国
民

生
活
に
必
要
不
可
欠
な
救
援
物

資
等
を
お
届
け
い
た
だ
き
︑
国

民
生
活
な
ら
び
に
我
が
国
の
経

済
活
動
を
お
支
え
い
た
だ
い
て

お
り
︑
現
場
で
戦
う
我
々
国
会

議
員
等
と
同
じ
志
を
持
っ
て
仕

事
を
さ
れ
て
き
た
︒
引
き
続
き
︑

国
民
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
の
皆
様

の
応
援
団
と
し
て
︑
新
し
い
議

員
連
盟
を
設
立
し
た
﹂
と
︑
新

議
員
連
盟
設
立
の
意
義
を
強
調

し
た
︒

　

同
総
会
に
は
︑
全
日
本
ト
ラ

ッ
ク
協
会
か
ら
坂
本
克
己
最
高

顧
問
︑
重
田
雅
史
理
事
長
︑
松

崎
宏
則
専
務
理
事
ら
が
出
席
︒

重
田
理
事
長
が
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
か
ら
の
最
重
点
要
望
事
項

に
つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
後
︑

坂
本
最
高
顧
問
が
赤
羽
会
長
に

要
望
書
を
手
渡
し
た
︒

「
国
民
生
活
を
守
る
ト
ラ
ッ
ク
事
業
を
推
進
す
る
議
員
連
盟
」
設
立

①
﹁
適
正
原
価
﹂
制
度
は
︑

ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
・
荷
主
等

に
よ
る
新
制
度
へ
の
円
滑
な

対
応
を
担
保
す
る
た
め
︑﹁
適

正
原
価
﹂と﹁
標
準
的
運
賃
﹂

の
法
的
拘
束
力
や
定
義
等
の

差
異
は
踏
ま
え
つ
つ
も
︑﹁
適

正
原
価
﹂
の
項
目
な
ど
に
つ

い
て
は
︑
基
本
的
に
は
﹁
標

準
的
運
賃
﹂
を
踏
襲
し
た
設

計
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
︒

②
他
方
で
︑﹁
適
正
原
価
﹂

は
法
的
拘
束
力
を
有
す
る
制

度
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
ト
ラ

ッ
ク
事
業
者
・
荷
主
等
の
取

引
実
態
に
照
ら
し
て
︑
対
応

が
困
難
と
な
る
よ
う
な
制
度

設
計
と
す
べ
き
で
は
な
い
︒

こ
の
点
︑
実
車
率
の
設
定
な

ど 

﹁
標
準
的
運
賃
﹂
に
お
い

て
取
引
実
態
と
の
著
し
い
乖

離
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
前
提

条
件
等
に
つ
い
て
は
︑﹁
適
正

原
価
﹂
制
度
の
設
計
に
当
た

り
︑
見
直
し
を
行
う
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
︒

③
十
分
な
賃
金
が
支
払
わ
れ

る
こ
と
を
前
提
に
︑
ト
ラ
ッ

ク
事
業
者
・
荷
主
等
双
方
の

物
流
効
率
化
の
イ
ン
セ
ン
テ

ィ
ブ
を
損
な
わ
な
い
よ
う
な

制
度
設
計
と
す
べ
き
で
は
な

い
か
︒
例
え
ば
︑
物
流
効
率

化
に
よ
る
コ
ス
ト
削
減
が
適

正
原
価
算
出
に
お
い
て
適
切

に
評
価
さ
れ
る
仕
組
み
と
す

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
︒

④
﹁
適
正
原
価
﹂
制
度
に
つ

い
て
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者

の
許
可
更
新
に
お
け
る
要
件

と
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
︑

一
定
期
間
に
お
け
る
適
正
原

価
の
収
受
状
況
を
確
認
で
き

る
仕
組
み
と
す
る
必
要
が
あ

る
︒
そ
の
た
め
︑﹁
適
正
原
価
﹂

告
示
に
お
い
て
は
︑﹁
標
準

的
運
賃
﹂
告
示
の
よ
う
な
タ

リ
フ
表
を
示
す
の
で
は
な
く
︑

当
該
期
間
に
お
け
る
走
行
距

離
や
稼
働
時
間
等
の
イ
ン
プ

ッ
ト
に
基
づ
き
︑﹁
適
正
原

価
﹂
を
導
出
で
き
る
算
定
式

を
示
す
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
︒

⑤
受
託（
収
受
）と
委
託（
支

払
）
で
は
義
務
の
対
象
が
異

な
る
た
め
︑﹁
適
正
原
価
﹂

告
示
の
算
定
式
は
収
受
と
支

払
と
で
区
分
し
て
示
す
こ
と

と
し
︑
運
賃
・
料
金
の
収
受

と
支
払
の
双
方
に
つ
い
て
︑
一

定
期
間
に
お
け
る
状
況
を
確

認
で
き
る
仕
組
み
と
す
べ
き

で
は
な
い
か
︒

８
２
１
４
事
業
所
の
申
請
を

受
理２

０
２
６
年
度
貨
物
自
動
車

運
送
事
業
安
全
性
評
価
事
業

　

全
国
貨
物
自
動
車
運
送
適

正
化
事
業
実
施
機
関
で
あ
る

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は
７

月
22
日
︑２
０
２
６
年
度
﹁
貨

物
自
動
車
運
送
事
業
安
全
性

評
価
事
業
﹂
と
し
て
︑
７
月

１
日
㈬
~
14
日
㈫
に
Ｗ
ｅ
ｂ

申
請
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
申
請

受
付
を
実
施
し
︑
８
２
１
４

事
業
所
の
申
請
を
受
理
し
た

こ
と
を
発
表
し
た
︒

　

こ
の
う
ち
︑
新
規
申
請
は 

１
２
７
８
事
業
所
と
︑
前
年

度
か
ら
36
事
業
所
減
少
︒
更

新
申
請
は
︑
今
年
度
は
６
回

目
更
新
が
あ
る
年
で
あ
る
こ

と
か
ら
︑
６
９
３
６
事
業
所

と
前
年
度
に
比
し
て
７
４
６

事
業
所
増
加
し
︑
合
計
８
２

１
４
事
業
所
（
前
年
度
比
７

１
０
事
業
所
増
）と
な
っ
た
︒

　

今
後
︑
評
価
基
準
に
基
づ

い
て
申
請
書
類
の
審
査
を
厳

正
に
行
い
︑
12
月
中
旬
に
は

２
０
２
６
年
度
﹁
安
全
性
優

良
事
業
所
﹂
を
認
定
・
公
表

予
定
︒

公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
開
設女

性
部
会

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
女

性
部
会
（
原
玲
子
部
会
長
）

は
７
月
15
日
︑
令
和
８
年
度

﹁
全
国
代
表
者
協
議
会
﹂
を

開
催
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
８
年
度
事
業

計
画
（
案
）
や
７
年
度
事
業

報
告
（
案
）︑
８
年
度
女
性

部
会
全
国
研
修
会
等
に
つ
い

て
審
議
・
承
認
︒
ま
た
︑
女

性
が
安
心
し
て
働
き
︑
長
く

活
躍
で
き
る
ト
ラ
ッ
ク
運
送

業
界
の
実
現
を
目
指
す
﹁
女

性
ド
ラ
イ
バ
ー
未
来
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
﹂
を
立
ち
上
げ
︑
そ

の
一
環
と
し
て
女
性
部
会
公

式
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
ア

カ
ウ
ン
ト（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
開
設
し
︑

業
界
の
イ
メ

ー
ジ
向
上
と
人
材
確
保
に
繋

げ
る
こ
と
と
し
た
︒
な
お
︑

今
年
度
の
全
国
研
修
会
は
︑

９
月
25
日
㈮
に
京
王
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
（
東
京
都
新
宿
区
）

で
開
催
予
定
︒

　

議
事
終
了
後
に
開
催
さ
れ

た
研
修
会
で
は
︑﹁
ト
ラ
ッ
ク

運
送
業
に
か
か
る
法
改
正
等

に
つ
い
て
﹂
と
題
し
︑
全
ト

協
の
金
子
貴
史
役
員
待
遇
企

画
部
長
が
講
演
を
行
っ
た
︒

「
運
転
中
の
ス
マ
ホ

　
　
　
　
　
ぜ
っ
た
い
ダ
メ

『
な
が
ら
ス
マ
ホ
』
に
よ
る

死
亡
・
重
傷
事
故
が
急
増
‼
」

﹃
広
報
と
ら
っ
く
﹄
に

刷
り
込
み
ポ
ス
タ
ー

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑﹁
な
が
ら
ス
マ
ホ
根
絶
﹂

に
向
け
た
啓
発
強
化
の
一
環

と
し
て
︑
本
紙
８
月
１
日
号

に
ポ
ス
タ
ー
﹁
運
転
中
の
ス

マ
ホ
ぜ
っ
た
い
ダ
メ
︱
﹃
な

が
ら
ス
マ
ホ
﹄
に
よ
る
死
亡

・
重
傷
事
故
が
急
増
‼
︱
﹂

（
写
真
）
を
刷
り
込
み
︑
会

員
事
業
者
へ
周
知
を
図
る
︒

　

近
年
︑
運
転
中
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
等
の
使
用
に
起
因

す
る
重
大
事
故
が
全
国
的
に

増
加
し
て
い
る
︒
警
察
庁
の

統
計
で
は
︑
令
和
６
年
中
の

携
帯
電
話
等
使
用
に
よ
る
死

亡
・
重
傷
事
故
件
数
は
平
成

27
年
以
降
で
最
多
と
な
り
︑

ま
た
令
和
７
年
中
の
死
亡
事

故
率
は
非
使
用
時
の
約
５
・

３
倍
に
達
す
る
な
ど
︑
危
険

性
は
極
め
て
深
刻
で
あ
る
︒

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
︑

国
は
全
国
交
通
安
全
運
動
の

重
点
項
目
と
し
て
﹁
な
が
ら

ス
マ
ホ
の
根
絶
﹂
を
掲
げ
︑

事
業
用
自
動
車
に
対
し
て
も

厳
格
な
遵
守
を
求
め
て
い
る
︒

　

道
路
交
通
法
で
は
︑
運
転

中
の
携
帯
電
話
使
用
に
対

し
︑
保
持
・
通
話
・
画
面
注

視
の
い
ず
れ
も
厳
し
い
罰
則

が
科
さ
れ
る
︒
特
に﹁
注
視
﹂

は
時
速
50
㌔
㍍
の
場
合
︑
２

秒
程
度
で
も
前
方
の
危
険
認

知
を
著
し
く
阻
害
し
︑
車
両

は
30
㍍
以
上
進
行
す
る
こ
と

か
ら
︑
事
業
者
に
は
︑
運
行

管
理
者
に
よ
る
指
導
監
督
の

徹
底
︑
業
務
前
点
呼
で
の
注

意
喚
起
︑
社
内
規
程
の
整
備

な
ど
︑
組
織
的
な
再
発
防
止

が
求
め
ら
れ
る
︒

　

な
お
︑
同

ポ
ス
タ
ー
は

全
ト
協
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
が
可
能
︒

　トラック適正化二法は、ドライバーの経済的・社会的地位向上に向け、全ト協　坂本克己最高顧問を先頭に、重田雅史理事長を
加え、松崎専務チーム（松崎宏則専務理事、本間圭介担当部長）と運輸関係３労働組合が一丸となって、精力的に取り組み、昨年
６月の通常国会で、与野党賛成多数で成立したもの。全ト協は、今般、同法に基づき設置された「物流政策推進関係者会議」に関
して、運輸関係３労働組合と緊密に連携し対応することとしている。

国
民
生
活
を
守
る
ト
ラ
ッ
ク
事
業
を
推
進
す
る
議
員
連
盟 

（
令
和
８
年
７
月
14
日
現
在
、
敬
称
略
）

顧　
　

問　

�

石
井
啓
一　

斉
藤
鉄
夫　

竹
谷
と
し
子

会　
　

長　

赤
羽
一
嘉

会
長
代
理　

西
田
実
仁

副
会
長　

�

上
田
勇　

山
本
香
苗　

岡
本
三
成　

谷
合
正
明　

石
川
博
祟　

秋
野
公
造 

横
山
信
一　

中
野
洋
昌　

三
浦
信
祐

幹
事
長　

里
見
隆
治

副
幹
事
長　

�

浮
島
智
子　

佐
藤
英
道　

伊
佐
進
一　

國
重
徹　

濵
地
雅
一　

河
野
義
博 

中
川
康
洋　

杉
久
武　

伊
藤
孝
江　

平
木
大
作　

⻆
田
秀
穂　

輿
水
恵
一 

吉
田
宣
弘　

宮
崎
勝　

竹
内
真
二

事
務
局
長　

福
重
隆
浩

事
務
局
次
長　

中
川
宏
昌　

庄
子
賢
一

幹　
　

事　

�

河
西
宏
一　

金
城
泰
邦　

平
林
晃　

山
崎
正
恭　

高
橋
光
男　

下
野
六
太 

窪
田
哲
也　

大
森
江
里
子　

沼
崎
満
子　

西
園
勝
秀　

川
村
雄
大　
　
　

司
隆
史　

原
田
大
二
郎　

佐
々
木
雅
文　

犬
飼
明
佳　

原
田
直
樹　
　
　

矢
倉
克
夫　

佐
々
木
さ
や
か　

安
江
伸
夫

赤羽　一嘉
国民生活を守るトラック事業を推進する

議員連盟会長
坂本全ト協最高顧問から赤羽会長に対し、要望書が手渡された（7月14日、衆議院第二議員会館）

会
長
に
は
赤
羽
一
嘉
衆
議
院
議
員
が
就
任

令和8年度「女性部会全国代表者協議会」（7月
15日、全ト協）

第
４
回
「
ト
ラ
ッ
ク
適
正
化
二
法
対
策
委
員
会
」

い
さ
つ
の
中
で
︑
７
月
17
日

に
開
催
さ
れ
た
第
１
回
﹁
適

正
原
価
の
設
定
に
向
け
た
有

識
者
検
討
会
﹂（
関
連
１
面
）

に
つ
い
て
触
れ
た
上
で
︑﹁
本

日
ご
出
席
の
委
員
の
皆
様
を

通
じ
て
︑
全
国
の
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
皆
様
に
有
識
者
検
討

会
の
進
捗
状
況
を
伝
え
な
が

ら
︑
全
国
の
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
も
頂
戴
し
つ
つ
︑
こ
れ

か
ら
の
有
識
者
検
討
会
に
対

し
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
﹂

と
︑
改
め
て
﹁
適
正
原
価
﹂

の
適
切
な
設
定
に
向
け
た
強

い
決
意
を
示
し
た
︒

　

そ
の
後
︑
指
田
徹
国
土
交

通
省
物
流
・
自
動
車
局
貨
物

流
通
事
業
課
長
が
有
識
者
検

討
会
の
議
事
に
つ
い
て
説
明

を
行
い
︑
そ
れ
を
受
け
て
出

席
委
員
が
活
発
な
意
見
交
換

を
行
っ
た
︒

　

第
４
回
﹁
ト
ラ
ッ
ク
適
正

化
二
法
対
策
委
員
会
﹂（
委

員
長
:
寺
岡
洋
一
全
日
本

ト
ラ
ッ
ク
協
会
会
長
）
が
７

月
22
日
に
開
催
さ
れ
た
︒

　

冒
頭
︑
寺
岡
委
員
長
が
あ

「
適
正
原
価
」
の
適
切
な
設
定
に

向
け
議
論
を
展
開

第4回「トラック適正化二法対策委員会」（7月22
日、全ト協）

あいさつする寺岡会長

足立　浩
中央執行委員長

全日本建設交運一般
労働組合（建交労）

織田　正弘
中央執行委員長

全国交通運輸労働組合
総連合（交通労連）

成田　幸隆
中央執行委員長

全日本運輸産業労働組合
連合会（運輸労連）

コ
イ
ン
シ
ャ
ワ
ー
の
土
・

日
営
業
を
一
時
休
止

苫
小
牧
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

苫
小
牧
Ｔ
Ｓ
は
︑
８
月
１
日

か
ら
当
分
の
間
︑
コ
イ
ン
シ
ャ
ワ

ー
の
土
・
日
曜
の
営
業
を
一
時

休
止
し
︑
平
日
６
時
~
23
時
の

営
業
と
す
る
︒

Ｔ
Ｓ
（
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）情
報

トラック適正化二法の肝はドライバーの経済的・社会的地位向上 !!第
１
回
「
適
正
原
価
の
設
定
に
向
け
た
有
識
者
検
討
会
」�（
関
連
１
面
）

適
正
原
価
設
定
に
向
け
た
制
度
設
計
の
基
本
的
な
方
向
性
（
案
）



第2283号（第3種郵便物認可）（3） 令和8年（2026年）8月1日

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

（
ト
ラ
ッ
ク
協
会
ニ
ュ
ー
ス
）

　

乗
用
車
タ
イ

ヤ
が
無
数
に
陳

列
さ
れ
て
い
る

大
型
カ
ー
シ
ョ

ッ
プ
で
は
︑
ど
の
タ
イ
ヤ
が
マ
イ
カ
ー
に
合
う

の
か
︑
し
ば
ら
く
考
え
込
ん
で
い
る
人
を
よ

く
見
か
け
ま
す
︒

　

20
年
前
に
比
べ
る
と
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
数

は
ケ
タ
違
い
に
増
え
︑
世
界
で
は
︑
小
規
模

の
タ
イ
ヤ
メ
ー
カ
ー
を
含
め
る
と
５
０
０
社
以

上
に
及
ぶ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
︒
特
に
ア
ジ
ア

で
は
︑
タ
イ
ヤ
づ
く
り
の
教
科
書
の
よ
う
な

本
が
一
般
書
店
で
購
入
で
き
る
国
が
あ
り
︑

タ
イ
ヤ
づ
く
り
で
億
万
長
者
を
目
指
す
﹁
発

明
王
﹂
が
多
く
存
在
し
ま
す
︒

　

そ
の
結
果
︑
こ
の
20
年
間
で
世
界
タ
イ
ヤ
シ

と
こ
ろ
︑
ま

ず
驚
い
た
の

が
︑
ハ
ン
ド
ル

を
切
っ
た
と
き
の
反
応
速
度
が
極
端
に
遅
れ
る

こ
と
で
す
︒
国
産
メ
ー
カ
ー
品
で
あ
れ
ば
︑
ハ
ン

ド
ル
を
回
し
た
分
だ
け
車
体
の
角
度
が
変
わ
り

ま
す
︒
と
こ
ろ
が
そ
の
ア
ジ
ア
ン
タ
イ
ヤ
は
︑
１

秒
遅
れ
て
車
体
が
反
応
す
る
よ
う
な
感
覚
で
し

た
︒
さ
ら
に
︑
道
路
の
凹
凸
を
乗
り
越
え
る
と

き
の
衝
撃
を
和
ら
げ
る
エ
ン
ベ
ロ
ー
プ
特
性
が
低

く
︑
高
速
道
路
の
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
分
を
通
過
す

る
た
び
に
車
体
が
上
下
に
バ
ウ
ン
ド
し
︑
速
度

を
上
げ
る
と
︑大
き
め
の
段
差
を
通
過
す
る
際
︑

車
体
が
浮
き
上
が
る
感
覚
が
あ
り
ま
し
た
︒

　

５
年
前
に
試
し
た
ア
ジ
ア
ン
タ
イ
ヤ
は
︑
当

時
世
界
シ
ェ
ア
６
位
だ
っ
た
︑
ポ
ル
シ
ェ
承
認
の

技
術
を
保
有
す
る
メ
ー
カ
ー
の
セ
カ
ン
ド
ブ
ラ

ン
ド
で
︑１
本
５
０
０
０
円（
１
台
分
で
２
万
円
）

で
し
た
︒
そ
の
タ
イ
ヤ
は
さ
す
が
に
︑
す
べ
て
が

ェ
ア
の
ト
ッ
プ
10
に
仲
間
入
り
し
た
ア
ジ
ア
ン
メ

ー
カ
ー
が
２
社
存
在
し
ま
す
︒
欧
州
タ
イ
ヤ
メ

ー
カ
ー
の
買
収
な
ど
を
機
に
︑
一
気
に
製
造
技

術
が
向
上
し
た
こ
と
が
そ
の
要
因
で
す
︒
そ
れ

で
も
︑
ア
ジ
ア
ン
メ
ー
カ
ー
の
タ
イ
ヤ
を
ポ
ル
シ

ェ
承
認
タ
イ
ヤ
や
ラ
ン
フ
ラ
ッ
ト
タ
イ
ヤ
の
製
造

技
術
を
保
有
し
て
い
る
よ
う
な
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
メ

ー
カ
ー
の
タ
イ
ヤ
と
比
較
す
る
と
︑
乗
り
心
地

や
高
速
道
路
に
お
け
る
車
線
変
更
の
性
能
は
︑

発
展
途
上
の
段
階
で
す
︒

　

筆
者
も
定
期
的
に
ア
ジ
ア
ン
メ
ー
カ
ー
の
タ

イ
ヤ
を
購
入
し
︑
走
行
テ
ス
ト
を
実
施
し
て
い

ま
す
︒
ア
ジ
ア
ン
タ
イ
ヤ
を
初
め
て
購
入
し
た

10
年
前
は
︑
コ
ン
パ
ク
ト
カ
ー
用
14
㌅
が
１
本

１
５
０
０
円
（
１
台
分
で
６
０
０
０
円
）で
し
た
︒

雨
天
の
首
都
高
速
道
路
で
走
行
テ
ス
ト
を
し
た

及
第
点
の
レ
ベ
ル
で
し
た
が
︑
強
い
て
あ
ら
を
探

す
と
す
れ
ば
︑
タ
イ
ヤ
新
品
時
に
感
じ
る
ハ
ン

ド
ル
の
軽
さ
が
な
か
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
︒

　

最
近
は
︑
自
動
車
雑
誌
で
﹁
コ
ス
パ
最
強
の

ア
ジ
ア
ン
タ
イ
ヤ
﹂
と
謳
わ
れ
て
い
た
商
品
を
試

し
て
み
ま
し
た
︒
15
㌅
サ
イ
ズ
で
︑
同
じ
く
１

本
５
０
０
０
円
（
同
）
の
タ
イ
ヤ

で
す
︒
タ
イ
ヤ
を
交
換
し
た
ク
ル

マ
に
は
︑
20
年
前
の
国
産
メ
ー
カ

ー
品
が
装
着
さ
れ
て
い
ま
し
た
︒

古
く
硬
い
ゴ
ム
か
ら
新
品
ゴ
ム
に

な
れ
ば
︑
乗
り
心
地
が
よ
く
な
る

も
の
で
す
が
︑
ほ
と
ん
ど
変
化
が

な
く
︑﹁
タ
イ
ヤ
は
中
身
の
製
造

技
術
が
命
﹂
だ
と
︑
改
め
て
感
じ

ま
し
た
︒

　

こ
れ
ら
の
ア
ジ
ア
ン
タ
イ
ヤ
の

価
格
は
︑﹁
新
車
価
格
の
１
％
以

下
﹂
程
度
で
す
︒
国
産
車
の
足
に

付
け
る
な
ら
︑
安
全
の
た
め
に
も

﹁
新
車
価
格
の
２
％
﹂
は
タ
イ
ヤ

代
と
し
て
捻
出
し
て
ほ
し
い
で
す
︒

 

第
178
回
「
目
安
は
『
新
車
価
格
の
２
％
』
」

答え合わせ答え合わせ

まちがいさがしまちがいさがし
　『広報とらっく』7月1日号掲載の「まちがいさ
がし」の正解は、下記の30か所でした。正解者
の中から抽選で20名様に記念品をプレゼントし
ます。なお、当選者の発表は賞品の発送をもっ
て代えさせていただきます。多数のご応募あり
がとうございました。

し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
視
察
の

結
果
を
踏
ま
え
た
論
点
整
理

を
行
い
︑
今
夏
中
に
基
本
方

針
を
取
り
ま
と
め
る
予
定
︒

（
荷
役
等
の
効
率
化
に
向
け

た
﹁
標
準
仕
様
パ
レ
ッ
ト
﹂

の
利
用
促
進
支
援
事
業
）
の

３
次
公
募
を
行
っ
て
い
る
︒

　

同
事
業
は
︑
標
準
仕
様
パ

レ
ッ
ト（
レ
ン
タ
ル
Ｔ
11
型
）

を
用
い
た
一
貫
パ
レ
チ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
や
︑
効
果
的
な
活
用
を

図
る
事
業
者
に
対
し
て
︑
パ

レ
タ
イ
ザ
ー
や
フ
ォ
ー
ク
リ

フ
ト
な
ど
︑
荷
役
機
器
等
の

導
入
を
支
援
し
︑
効
率
的
な

荷
役
等
を
推
進
す
る
た
め
に

実
施
さ
れ
る
も
の
︒
公
募
期

限
は
８
月
21
日
㈮
16
時
（
必

着
）︒

　

同
事
業
に
関
す
る
詳
細

は
︑
特
設
Ｗ

ｅ
ｂ
サ
イ
ト

（
二
次
元
コ
ー

ド
）を
参
照
︒

令
和
８
年
度
活
動
案
な

ど
承
認

運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

普
及
・
啓
発
推
進
協
議
会

　

国
土
交
通
省
は
７
月
14

日
︑
第
15
回
﹁
運
輸
安
全
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
普
及
・
啓
発
推

進
協
議
会
﹂
を
開
催
し
︑
同

協
議
会
の
令
和
７
年
度
活
動

報
告
と
８
年
度
の
活
動（
案
）

な
ど
を
承
認
し
た
︒
議
事
に

先
立
ち
︑
国
交
省
大
臣
官
房

の
平
嶋
隆
司
危
機
管
理
・
運

輸
安
全
政
策
審
議
官
が
あ
い

さ
つ
し
︑
続
い
て
同
省
大
臣

 

﹁
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
及
び
天

然
ガ
ス
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス

導
入
支
援
事
業
﹂
公
募

開
始

９
年
１
月
29
日
ま
で
受
付

　

環
境
省
で
は
現
在
︑
令
和

８
年
度
﹁
二
酸
化
炭
素
排
出

抑
制
対
策
事
業
費
等
補
助
金

（
環
境
配
慮
型
先
進
ト
ラ
ッ

ク
・
バ
ス
導
入
加
速
事
業
）

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
及
び
天
然
ガ

ス
ト
ラ
ッ
ク
・
バ
ス
導
入
支

援
事
業
﹂
の
公
募
を
行
っ
て

い
る
︒

　

こ
れ
は
︑
ト
ラ
ッ
ク
等
所

有
事
業
者
が
︑
二
酸
化
炭
素

令
和
７
年
度
﹁
過
労
死

等
の
労
災
補
償
状
況
﹂

を
公
表

請
求
・
支
給
決
定
件
数
と
も

道
路
貨
物
運
送
業
が
最
多

　

厚
生
労
働
省
は
７
月
15

日
︑
令
和
７
年
度
﹁
過
労
死

等
の
労
災
補

償
状
況
﹂
を

取
り
ま
と
め
︑

公
表
し
た（
二

次
元
コ
ー
ド
）︒

　

そ
れ
に
よ
る
と
︑
過
労
死

等
に
関
す
る
請
求
件
数
は
６

官
房
の
山
崎
孝
章
運
輸
安
全

監
理
官
が
︑﹁
運
輸
安
全
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
制
度
の
取
組
に

つ
い
て
﹂な
ど
を
説
明
し
た
︒

　

7
年
度
活
動
報
告
で
は
︑

第
三
者
認
定
機
関
（
９
者
）

に
よ
る
認
定
セ
ミ
ナ
ー
を
３

３
１
回
開
催
し
た
（
５
５
２

７
人
受
講
）︒
こ
れ
に
よ
り
︑

制
度
開
始
か
ら
累
計
で
４
３

２
１
回
開
催
し
た
（
９
万
７

８
０
０
人
受
講
）︒
ま
た
︑
８

年
度
活
動
（
案
）
で
は
︑
普

及
・
啓
発
活
動
と
し
て
︑
①

防
災
セ
ミ
ナ
ー
︑
②
リ
ス
ク

感
受
性
向
上
セ
ミ
ナ
ー
︑
③

中
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る

運
輸
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
制

度
の
普
及
・
啓
発
活
動
︱
︱

の
推
進
強
化
の
継
続
を
実
施

す
る
と
と
も
に
︑
認
定
セ
ミ

ナ
ー
等
の
講
師
と
な
る
人
材

の
育
成
︑
評
価
員
の
育
成
支

援
な
ど
を
行
う
と
し
た
︒

　

な
お
︑
国
交
省
の
報
告
に

よ
る
と
︑
６
年
中
の
交
通
事

故
統
計
で
は
︑
元
年
と
比
較

排
出
削
減
効
果
を
有
す
る
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
お
よ
び
天
然
ガ

ス
ト
ラ
ッ
ク
等
を
導
入
す
る

事
業
に
要
す
る
経
費
を
補
助

す
る
も
の
︒
補
助
金
額
は
︑

補
助
対
象
と
な
る
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
お
よ
び
天
然
ガ
ス
ト
ラ

ッ
ク
と
︑
同
ク
ラ
ス
の
標
準

的
燃
費
基
準
自
動
車
と
の
価

格
の
差
額
の
２
分
の
１
︒

　

公
募
期
限
は
９
年
１
月
29

日
㈮
18
時
必
着
︒
補
助
対
象

車
両
等
の
詳

細
は
︑
同
事

業
特
設
ペ
ー

ジ
（
二
次
元

コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

２
１
２
件
で
︑
前
年
度
比
１

４
０
２
件
増
と
大
幅
に
増
加
︒

支
給
決
定
件
数
は
１
３
１
０

件
で
︑
同
５
件
増
だ
っ
た
︒

　

業
務
災
害
に
係
る
脳
・
心

臓
疾
患
に
関
す
る
事
案
の
業

種
別
労
災
補
償
状
況
に
つ
い

て
は
︑
請
求
件
数
・
支
給
決

定
件
数
と
も
に
道
路
貨
物
運

送
業
が
最
多
で
︑
請
求
が
１

７
９
件
︑
支
給
決
定
が
50
件

だ
っ
た
︒
職
種
別
で
も
︑
自

動
車
運
転
従
事
者
が
請
求
２

１
５
件
︑支
給
決
定
53
件
と
︑

最
も
多
か
っ
た
︒

し
て
交
通
事
故
件
数
は
軽
貨

物
以
外
の
全
モ
ー
ド
で
減
少

し
て
い
る
︒

　

ま
た
﹁
事
業
用
自
動
車
総

合
安
全
プ
ラ
ン
２
０
３
０
﹂

が
策
定
さ
れ
︑
８
年
度
か
ら

12
年
度
ま
で
の
期
間
で
推
進

さ
れ
て
い
る
が
︑
高
齢
化
等

に
伴
う
人
手
不
足
へ
の
対
応

と
し
て
︑
健
康
に
起
因
す
る

事
故
対
策
や
経
験
が
未
熟
な

運
転
者
へ
の
安
全
対
策
な
ど

を
推
進
す
る
こ
と
が
説
明
さ

れ
た
︒

 
事
故
防
止
対
策
支
援
推
進

事
業
に
係
る
補
助
金
の
申

請
受
付
を
開
始

運
行
管
理
の
高
度
化
に
資
す
る

機
器
の
導
入
等
を
支
援

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

事
故
防
止
対
策
支
援
推
進
事

業
に
係
る
補
助
金
の
申
請
受

付
を
行
っ
て
い
る
︒

　

国
交
省
で
は
︑
自
動
車
運

送
事
業
に
お
け
る
交
通
事
故

防
止
の
観
点
か
ら
︑
運
行
管

理
の
高
度
化
に
資
す
る
機
器

の
導
入
等
の
取
り
組
み
を
支

援
す
る
た
め
︑
要
件
を
満
た

し
た
事
業
者
に
対
し
て
補
助

金
を
交
付
し
て
い
る
︒

　

実
施
す
る
補
助
事
業
の
概

要
は
︑
別
掲
の
通
り
︒

　

申
請
方
法

等
の
詳
細
は
︑

﹁
令
和
８
年

度
被
害
者
保

護
増
進
等
事
業
費
補
助
金
事

務
局
申
請
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
﹂（
二
次
元
コ
ー
ド
）を
参
照
︒

 

高
速
道
路
会
社
に
ヒ
ア
リ

ン
グ

国
土
幹
線
道
路
部
会

第
５
回
「
本
州
・
九
州

連
携
小
委
員
会
」

　

国
土
交
通
省
は
７
月
16 

日
︑
社
会
資
本
整
備
審
議
会 

道
路
分
科
会
国
土
幹
線
道
路

部
会
の
第
５
回
﹁
本
州
・
九

州
連
携
小
委
員
会
﹂（
委
員

長
:
羽
藤
英
二
東
京
大
学

大
学
院
教
授
）を
開
催
し
た
︒

　

今
回
は
︑
本
州
・
九
州
間

の
交
通
状
況
に
つ
い
て
︑
道

路
事
業
者
（
西
日
本
高
速
道

路
㈱
・
福
岡
北
九
州
高
速
道

路
公
社
）
に
対
す
る
ヒ
ア
リ

ン
グ
を
実
施
︒
そ
の
ほ
か
︑

５
月
15
日
と
６
月
８
日
に
行

わ
れ
た
︑
関
門
橋
・
関
門
ト

ン
ネ
ル
等
に
お
け
る
現
地
視

察
に
関
す
る
結
果
に
つ
い
て

報
告
が
行
わ
れ
た
︒

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

し
て
は
︑
こ
れ
ま
で
に
実
施

 

﹁
標
準
仕
様
パ
レ
ッ
ト
の
利

用
促
進
支
援
事
業
﹂
３
次

公
募
受
付
中

８
月
21
日
16
時
ま
で

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

﹁
中
小
物
流
事
業
者
の
労
働

生
産
性
向
上
事
業
費
補
助
金
﹂

令
和
８
年
度
事
業
計
画
案
等
を
承
認

第
44
回
﹁
セ
メ
ン
ト
部
会
﹂

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
は

７
月
22
日
︑
第
44
回
﹁
セ
メ

ン
ト
部
会
﹂（
鎮
目
隆
雄
部

会
長
）
を
開
催
し
た
︒

　

議
事
で
は
︑
令
和
７
年
度

事
業
報
告
（
案
）︑
８
年
度

事
業
計
画
（
案
）
等
を
審
議

・
承
認
︒
役
員
の
変
更
で
は
︑

太
平
洋
陸
送
㈱
（
東
京
都
）

の
森
田
泰
代
表
取
締
役
社
長

を
新
副
部
会
長
に
選
任
し
た
︒

　

８
年
度
事
業
計
画
で
は
︑

生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
輸
送
部
会

（
妹
尾
洋
部
会
長
）
と
連
携

し
て
研
修
会
・
意
見
交
換
会

を
開
催
し
︑
セ
メ
ン
ト
輸
送

に
お
け
る
諸
課
題
の
検
討
を

行
う
こ
と
な
ど
５
施
策
を
推

進
す
る
こ
と
と
し
た
︒

　

な
お
議
事
終
了
後
に
は
︑

（
一
社
）
セ
メ
ン
ト
協
会
か

ら
︑
調
査
・
企
画
部
門
兼
生

産
・
環
境
部
門
の
青
木
尚
樹

統
括
リ
ー
ダ
ー
と
調
査
・
企

画
部
の
木
下
奈
津
リ
ー
ダ
ー

を
講
師
に
迎
え
︑
講
演
﹁
セ

メ
ン
ト
業
界
の
現
状
と
今
後

の
動
向
﹂
が
行
わ
れ
た
︒

さ
ら
な
る
物
流
効
率
化
推

進
等
に
向
け
部
会
活
動
を

展
開第

22
回
﹁
利
用
運
送
・

積
合
部
会
﹂

　

第
22
回
﹁
利
用
運
送
・
積

合
部
会
﹂（
井
上
和
英
部
会

長
）
が
７
月
24
日
︑
兵
庫
県

神
戸
市
で
開
催
さ
れ
︑
令
和

７
年
度
事
業
報
告
（
案
）
や

８
年
度
事
業
計
画
（
案
）
等

に
つ
い
て
審
議
・
承
認
し
た
︒

　

８
年
度
事
業
計
画
で
は
︑

効
率
的
な
運
行
等
の
物
流
効

率
化
に
向
け
た
対
応
を
実
践

す
る
と
と
も
に
︑
ド
ラ
イ
バ

ー
不
足
解
消
に
向
け
た
部
会

員
間
の
意
思
疎
通
を
図
り
︑

利
用
運
送
や
積
合
輸
送
の
し

く
み
等
に
つ
い
て
調
査
・
研

究
を
行
う
こ
と
な
ど
︑
３
項

目
を
軸
に
部
会
活
動
を
推
進

す
る
こ
と
と
し
た
︒
ま
た
︑

次
回
総
会
は
９
年
７
月
中
旬

に
大
阪
府
で
開
催
予
定
と
し

た
︒

　

議
事
終
了
後
に
開
催
さ
れ

た
研
修
会
で
は
︑
日
本
Ｐ
Ｍ

Ｉ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
㈱
の

小
坂
真
弘
代
表
取
締
役
が

﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
に
お

け
る
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て

︱
運
賃
交
渉
︑
原
価
計
算
︑

運
転
者
人
材
採
用
等
に
お
け

る
活
用
︱
﹂
を
テ
ー
マ
に
講

演
を
行
っ
た
︒

引
越
安
心
マ
ー
ク
の
普
及
と

消
費
者
認
知
度
向
上
に
取
り

組
む第

56
回
﹁
引
越
部
会
﹂

　

第
56
回
﹁
引
越
部
会
﹂（
松

橋
謙
一
部
会
長
）
が
７
月
27

日
︑
愛
知
県
名
古
屋
市
の
東

京
第
一
ホ
テ
ル
錦
で
開
催
さ

れ
た
︒

　

松
橋
部
会
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
︑
議
事
と
し
て
︑
①
令

和
７
年
度
事
業
報
告（
案
）︑

②
役
員
の
変
更
（
案
）︑
③

８
年
度
事
業
計
画
（
案
）︑

④
９
年
度
第
57
回
引
越
部
会

総
会
の
開
催
地
︱
︱
を
審
議

し
︑
原
案
通
り
承
認
し
た
︒

　

②
で
は
︑新
副
部
会
長
に
︑

竹
内
千
貴
氏
（
大
阪
府
・
大

阪
北
合
同
運
送
㈱
本
社
営
業

所
所
長
）
が
就
任
︒
ま
た
︑

③
で
は
︑
引
越
事
業
者
優
良

認
定
制
度
（
引
越
安
心
マ
ー

ク
）
の
事
業
者
へ
の
普
及
と

消
費
者
認
知
度
の
向
上
︑
標

準
引
越
運
送
約
款
の
周
知
に

向
け
た
諸
活
動
の
実
施
︑
引

越
講
習
会
受
講
の
推
進
お
よ

び
充
実
︑
引
越
繁
忙
期
に
向

け
た
取
り
組
み
の
展
開
（
分

散
引
越
の
周
知
強
化
）︑
関

係
官
庁
・
消
費
者
関
係
団
体

等
と
の
連
携
強
化
︑
部
会
員

間
の
連
携
強
化
︑
引
越
に
お

け
る
消
費
者
と
の
ト
ラ
ブ
ル

の
実
態
把
握
と
そ
の
防
止
︑

関
係
法
令
に
関
す
る
諸
課
題

改
善
の
推
進
に
取
り
組
む
と

し
た
︒

　

さ
ら
に
︑
④
に
つ
い
て
は
︑

９
年
７
月
に
東
京
都
で
開
催

す
る
と
し
た
︒

お
盆
の
休
業
案
内
を
Ｈ
Ｐ

に
掲
載
中

全
国
22
か
所
の

ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会

は
︑
全
国
22
か
所
に
設
置
さ

れ
た
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｔ
Ｓ
）の
お
盆
期
間
（
８
月

８
日
㈯
~
17
日
㈪
）
の
休
業

に
関
す
る
案
内
を
全
ト
協
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
に
掲
載

し
︑
利
用
者

に
確
認
を
呼
び
か
け
て
い
る
︒

防
府
Ｔ
Ｓ
を
12
月
頃
に
再

開
へト

ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
の

労
働
環
境
改
善
に
向
け
て

　

全
日
本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
で

は
︑
平
成
28
年
に
閉
鎖
し
た

防
府
ト
ラ
ッ
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｔ
Ｓ
／
山
口
県
防
府
市
）

を
今
年
12
月
頃
に
再
開
す
る
︒

　

近
年
︑
防
府
Ｔ
Ｓ
に
隣
接

す
る
山
陽
自
動
車
道
で
は
︑

多
く
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
や

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
に
お
い

て
︑
夜
間
の
大
型
車
駐
車
マ

ス
が
満
車
状
態
で
︑
休
憩
施

設
の
不
足
が
課
題
と
な
っ
て

い
た
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
休
憩
施
設

の
不
足
を
少
し
で
も
緩
和

し
︑
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー

が
安
心
し
て
休
憩
・
休
息
を

取
る
こ
と
の
で
き
る
環
境
を

確
保
す
る
た
め
︑
駐
車
場
と

24
時
間
利
用
可
能
な
ト
イ
レ

と
い
う
最
小
限
の
設
備
に
て
︑

防
府
Ｔ
Ｓ
を
再
開
す
る
こ
と

に
し
た
︒

　

全
ト
協
で
は
︑
山
陽
道
や

国
道
２
号
を
利
用
し
て
︑
近

畿
ま
た
は
九
州
方
面
へ
運
行

す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
て
︑

防
府
Ｔ
Ｓ
の
利
用
を
呼
び
か

け
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
︒

︻
防
府
Ｔ
Ｓ
の
デ
ー
タ
︼

・ 

施
設
閉
鎖
・
再
開
:
平

成
28
年
３
月
閉
鎖
︑
令
和

８
年
12
月
再
開
見
込
み

・ 

所
在
地
:
山
口
県
防
府

市
・ 

敷
地
面
積
:
１
万
６
６
９

㎡
・ 

施
設
概
要
:
大
型
車
駐

車
マ
ス
52
台
分
（
う
ち
約

30
台
分
を
使
用
）

・ 

年
間
利
用
台
数
（
平
成
27

年
度
）
:
３
万
８
９
４
７

台
・ 

再
開
用
工
事
:
洋
便
器

設
置
︑浄
化
槽
設
備
改
修
︑

給
水
設
備（
井
戸
）改
修
︑

街
灯
（
電
気
設
備
）
更
新

等

第44回「セメント部会」（7月22日、全ト協）

令和 8 年度事故防止対策支援推進事業において実施する補助事業
【補助対象事業者】
①自動車運送事業者（次に該当する中小企業者）
　一般貨物自動車運送事業者、特定貨物自動車運送事業者
②リース事業者
　①の自動車運送事業者へ事業用自動車等を貸渡す者
【補助事業の概要】
⑴運行管理の高度化に対する支援　※１
①受付期間：令和 8年 7月 31日 10時～ 9年 1月 29日 17時
②補助対象機器：�デジタル式運行記録計および映像記録型ドライブレコーダーであって、国土交通大

臣が選定したもの
③補助率：取得に対する経費の 1/3　※２
④補助限度額（機器 1台当たり）　※３
ア．デジタル式運行記録計
　　車載器：3万円　事務所用機器：10万円
イ．映像記録型ドライブレコーダー
　　車載器：1万円　事務所用機器：3万円
ウ．デジタル式運行記録計・映像記録型ドライブレコーダー一体型
　　車載器：4万円　事務所用機器：13万円
エ．デジタル型運行記録計・映像記録型ドライブレコーダー一体型（通信機能を有する場合）
　　車載器：10万円　事務所用機器：13万円

⑤ 1事業者当たりの上限額：80万円（④エ．を取得する場合は 120万円　※４）
⑵過労運転防止のための先進的な取り組みに対する支援　※１
①受付期間：8年 7月 31日 10時～ 9年 1月 29日 17時
②補助対象機器：次の機器であって、国土交通大臣が選定したもの
・IT を活用した遠隔地における点呼機器（IT 点呼機器）
・遠隔点呼機器
・自動点呼機器
・運行中における運転者の疲労状態を測定する機器
・休息期間における運転者の睡眠状態等を測定する機器
・運行中の運行管理機器
③補助率：取得に対する経費の 1/2
④補助限度額：一部の機器に 1台当たりの上限あり
⑤ 1事業者当たりの上限額：80万円

⑶社内安全教育の実施に対する支援　※５
【事故防止コンサルティング】
　①受付期間：8年 7月 31日 10時～ 8年 12月 25日 17時
　②補助対象：事故防止コンサルティングメニューであって、国土交通大臣が選定したもの
　③補助率：事故防止コンサルティング利用に対する経費の 1/3
　④ 1事業者当たりの上限額：100万円
⑷健康起因事故防止の取り組みに対する支援　※５
①受付期間：8年 7月 31日 10時～ 9年 1月 29日 17時
②補助対象：
・睡眠時無呼吸症候群（SAS）スクリーニング検査に係る経費
・脳MRI 健診（頭部MRI 検査、MRA検査）に係る経費
・�心臓超音波検査、心臓MRI、冠動脈CT、胸部単純CT検査、腹部単純CT検査、腹部超音波検査（腹
部エコー検査）に係る経費
・眼科検診（視力検査、眼底検査、眼圧検査の全てを含むものに限る）に係る経費
　（上記検査は健康保険適用外として実施されるものに限る）

③補助率：検査に係る経費の 1/2
④ 1事業者当たりの上限額：50万円
※１　8年 4月 1日以降に導入したものが補助対象となる
※２　�小規模（事業者における保有車両台数が 5両以上かつ 10両未満）の一般貨物自動車運送事業者または特定貨物自動車

運送事業者において使用する事業用自動車のうち、デジタル式運行記録計を導入したことがない車両に④ア．ウ．エ．
の機器を導入する場合にあっては、1/2

※３　�映像記録型ドライブレコーダーにあっては、補助対象は一般貨物自動車運送事業および特定貨物自動車運送事業の用
に供する自動車に限るものとする

※４　2回以上申請する場合を除く
※５　8年 4月 1日以降に契約・実施されるものが補助対象となる
【交付申請受付先】
・令和 8年度予算被害者保護増進等事業費補助金事務局（運輸支局等では受け付けていない）

【留意点】
・申請受付期間中であっても、申請総額が予算額に達した場合は受付を終了する

（
８
月
１
日
〜
９
月
10
日
）

▽
８
月
３
日

・
第
47
回
食
料
品
部
会

▽
８
月
25
日

・
第
21
回
タ
ン
ク
ト
ラ
ッ
ク
・
高
圧
ガ

ス
部
会

▽
８
月
28
日

・
第
87
回
広
報
委
員
会

▽
９
月
１
日

・
第
56
回
鉄
骨
・
橋
梁
部
会

▽
９
月
３
日

・
第
50
回
ダ
ン
プ
ト
ラ
ッ
ク
部
会

▽
９
月
８
日

・
第
52
回
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
輸
送
部
会

▽
９
月
10
日

・
第
60
回
環
境
対
策
・
Ｇ
Ｘ
委
員
会

第22回「利用運送・積合部会」（7月24日、ホ
テルオークラ神戸）

第56回「引越部会」（7月27日、東京第一ホテ
ル錦）

第15回「運輸安全マネジメント普及・啓発推
進協議会」（７月14日、国土交通省）



令和8年（2026年）8月1日 （4）第2283号（第3種郵便物認可）

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル

ニ
ュ
ー
ス
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

（
官
公
庁
ニ
ュ
ー
ス
等
）

　

大
泉
運
輸
㈱
は
︑
大
型
重

機
等
の
輸
送
や
砕
石
︑
砂
な

ど
と
い
っ
た
建
設
資
材
等
の

輸
送
を
行
っ
て
い
る
ほ
か
︑

六
ヶ
所
村
に
あ
る
原
子
燃
料

サ
イ
ク
ル
施
設
か
ら
排
出
さ

れ
る
廃
棄
物
な
ど
の
収
集
・

運
搬
な
ど
を
手
が
け
て
い
る

運
送
会
社
で
あ
る
︒

　

同
社
が
健
康
経
営
に
取
り

組
み
始
め
た
の
は
︑
平
成
30

年
の
こ
と
で
あ
る
︒

　

同
社
が
本
社
を
構
え
る
青

森
県
六
ヶ
所
村
は
︑
少
子
高

齢
化
と
人
口
減
少
が
進
ん
で

お
り
︑
同
社
の
従
業
員
の
平

均
年
齢
も
50
歳
を
超
え
て
い

る
と
い
う
︒
同
社
が
今
後
も

事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め

に
は
︑
同
社
で
働
い
て
い
る

従
業
員
に
健
康
で
長
く
働
い

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
︒
小

泉
社
長
は
︑
従
業
員
の
生
活

習
慣
や
健
康
状
態
を
把
握

し
︑
着
実
に
改
善
し
て
い
く

こ
と
で
︑
Ｑ
Ｏ
Ｌ
（
ク
オ
リ

テ
ィ
・
オ
ブ
・
ラ
イ
フ
=
生

活
の
質
）
を
向
上
さ
せ
︑
高

齢
に
な
っ
て
も
同
社
で
元
気

に
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
環

境
づ
く
り
を
目
指
し
て
︑
健

康
経
営
に
取
り
組
む
こ
と
を

決
意
し
た
︒

　

当
時
青
森
県
で
は
︑
県
独

自
の
取
り
組
み
と
し
て
﹁
青

森
県
健
康
経
営
認
定
制
度
﹂

（
令
和
７
年
３
月
31
日
を
も

っ
て
︑
国
の
﹁
健
康
経
営
優

良
法
人
制
度
﹂
に
一
本
化
）

を
実
施
し
て
お
り
︑ま
ず
は
︑

同
制
度
の
認
定
を
目
指
し
て

取
り
組
み
を
始
め
た
︒

　
﹁
健
康
経
営
へ
の
取
り
組
み

次
第
で
︑﹃
当
社
の
事
業
継

続
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
か
﹄︑
そ
れ
と
も
﹃
事

業
継
続
を
危
う
く
す
る
の

か
﹄
と
い
う
大
き
な
分
か
れ

目
と
な
り
ま
す
︒
そ
こ
で
︑

持
続
可
能
な
物
流
の
実
現
に

よ
り
︑
荷
主
や
地
域
社
会
に

貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
︑
健
康
経
営
へ
の
取

り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
﹂

（
小
泉
社
長
）

の
フ
ォ
ロ
ー
体
制
の
強
化
が

あ
げ
ら
れ
る
︒

　

六
ヶ
所
村
に
は
医
療
機
関

が
少
な
く
︑
従
業
員
の
中
に

は
自
宅
か
ら
最
寄
り
の
大
き

な
病
院
ま
で
片
道
１
時
間
ほ

ど
か
か
る
人
も
い
る
と
い
う
︒

　

同
社
に
お
け
る
健
康
経
営

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
︑

﹁
体
の
健
康
﹂
と
﹁
心
の
健

康
﹂
の
二
つ
の
柱
が
あ
る
︒

　
﹁
体
の
健
康
﹂に
つ
い
て
は
︑

ま
ず
平
成
30
年
以
降
徹
底
し

て
い
る
︑
健
康
診
断
受
診
後

て
お
り
︑
業
務
前
点
呼
時
に

体
重
と
血
圧
を
測
っ
て
も
ら

う
よ
う
に
し
て
い
る
︒
測
定

デ
ー
タ
は
︑
従
業
員
の
健
康

管
理
を
担
当
し
て
い
る
戸
田

慎
也
執
行
役
員
経
営
企
画
室

室
長
が
確
認
し
た
上
で
︑
体

重
や
血
圧
が
著
し
く
変
動
し

て
い
る
従
業
員
に
対
し
て
︑

食
事
の
管
理
の
徹
底
や
通
院

を
促
す
な
ど
の
注
意
喚
起
を

行
っ
て
い
る
と
い
う
︒

　

併
せ
て
︑
特
定
保
健
指
導

の
活
用
に
も
力
を
入
れ
て
い

る
︒
特
定
保
健
指
導
は
︑
健

診
の
結
果
︑
生
活
習
慣
病
の

発
症
リ
ス
ク
が
高
い
人
に
対

し
て
︑
保
健
師
や
管
理
栄
養

士
な
ど
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
が

指
導
を
行
い
︑
生
活
習
慣
の

　

同
社
で
は
︑﹁
体
の
健
康
﹂

と
と
も
に
︑﹁
心
の
健
康
﹂

対
策
も
不
可
欠
と
考
え
︑
従

業
員
の
ス
ト
レ
ス
軽
減
に
繋

が
る
様
々
な
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
︒

　

健
康
経
営
に
取
り
組
み
始

め
た
平
成
30
年
以
降
︑
管
理

者
と
従
業
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
を
進
め
て

き
た
︒
同
社
で
は
︑
基
本
的

に
点
呼
を
対
面
で
実
施
し
て

お
り
︑
従
業
員
の
心
身
の
変

化
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
す

る
よ
う
に
し
て
い
る
︒
点
呼

時
の
対
応
で
気
に
な
る
こ
と

が
あ
る
従
業
員
に
対
し
て

は
︑
運
行
管
理
者
と
小
泉
社

長
が
情
報
を
い
ち
早
く
共
有

し
︑
小
泉
社
長
が
直
接
当
該

従
業
員
に
電
話
を
か
け
︑
悩

改
善
に
繋
げ
る
も
の
で
あ
る
︒

戸
田
経
営
企
画
室
室
長
と
全

国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）青
森
支
部
が
連
携
し
︑

保
健
師
に
来
社
し
て
も
ら
っ

た
上
で
︑
生
活
習
慣
の
改
善

が
必
要
な
従
業
員
に
対
し
て

指
導
を
行
っ
て
い
る
︒

み
ご
と
の
相
談
に
乗
る
よ
う

に
し
て
い
る
と
い
う
︒

　
﹁
電
話
で
の
対
話
は
︑
周

り
に
他
の
従
業
員
が
い
る
事

務
所
内
で
は
言
い
づ
ら
い
こ

と
も
話
し
や
す
く
な
る
と
い

う
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
︒

常
日
頃
か
ら
従
業
員
と
積
極

的
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
り
︑
従
業
員
の
ち
ょ
っ
と

し
た
心
の
変
化
を
い
ち
早
く

掴
み
︑
心
の
ケ
ア
が
必
要
な

従
業
員
に
対
し
て
は
電
話
に

よ
る
会
話
を
通
じ
て
悩
み
を

引
き
出
し
︑
相
談
に
乗
っ
て

心
の
負
荷
を
軽
減
す
る
こ
と

で
︑
心
の
健
康
に
繋
げ
て
い

ま
す
﹂（
同
）

　

ま
た
︑
休
養
を
取
る
こ
と

で
心
身
の
疲
労
回
復
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
ほ
か
︑
生
産

性
の
高
い
労
働
の
実
現
に
も

繋
げ
る
た
め
に
︑
年
次
有
給

休
暇
の
取
得
促
進
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
︒
同
社
が
健
康

経
営
に
取
り
組
み
始
め
た
平

成
30
年
に
︑
全
従
業
員
に
対

し
て
有
給
休
暇
取
得
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
︑
多
く
の
従
業
員
か

ら
﹁
有
給
休
暇
が
取
得
し
づ

ら
い
﹂
と
の
回
答
が
寄
せ
ら

れ
た
︒
同
社
で
は
こ
れ
を
受

発
行
し
て
い
る
︒﹁
大
泉

健
康
だ
よ
り
﹂
で
は
︑
季

節
に
応
じ
た
健
康
づ
く
り

に
資
す
る
情
報
を
提
供
す

る
と
と
も
に
︑
新
入
社
員

の
紹
介
や
様
々
な
場
面
で

活
躍
す
る
従
業
員
の
リ
ポ

ー
ト
な
ど
︑
従
業
員
同
士

の
会
話
の
き
っ
か
け
づ
く

り
に
も
な
る
内
容
も
掲
載

し
て
い
る
︒

　

最
後
に
︑
今
後
の
健
康

　

小
泉
社
長
に
健
康
経
営
の

効
果
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
︑

﹁
健
康
経
営
に
取
り
組
み
始

め
る
前
に
比
べ
て
︑
従
業
員

の
健
康
へ
の
意
識
が
大
き
く

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
﹂
と

い
う
︒

　

ま
た
︑
健
康
意
識
の
さ
ら

な
る
深
化
を
図
る
た
め
の
取

り
組
み
と
し
て
︑
同
社
で
は

毎
月
１
回
︑
社
内
報
﹁
大
泉

健
康
だ
よ
り
﹂（
写
真
）
を

経
営
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
︑
小
泉
社
長
に
聞
い
た
︒

　
﹁
令
和
元
年
以
降
︑﹃
健
康

経
営
優
良
法
人
﹄
認
定
を
継

続
し
て
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
︑
今
年
は
上
位
５
０
１
位

~
１
５
０
０
位
の
事
業
者
に

対
し
て
贈
ら
れ
る
﹃
ネ
ク
ス

ト
ブ
ラ
イ
ト
１
０
０
０
﹄
認

定
を
初
め
て
獲
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
︒こ
れ
も
︑﹃
体

の
健
康
﹄
と
﹃
心
の
健
康
﹄

の
大
切
さ
を
理
解
し
︑
健
康

づ
く
り
に
対
し
て
真
摯
に
取

り
組
ん
で
く
れ
た
従
業
員
の

お
か
げ
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
︒

今
後
も
︑
時
代
に
合
っ
た
改

善
へ
の
取
り
組
み
を
進
め
な

が
ら
︑
次
な
る
ス
テ
ッ
プ
と

な
る
﹃
ブ
ラ
イ
ト
５
０
０
﹄

認
定
取
得
を
目
指
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
﹂（
小
泉
社
長
）

け
て
︑
労
働
環
境
改
善
へ
の

取
り
組
み
を
加
速
︒
以
前
は

直
前
に
な
ら
な
い
と
配
車
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
分
か
ら
ず
︑

休
暇
が
取
り
づ
ら
い
状
態
だ

っ
た
が
︑
１
週
間
ご
と
に
配

車
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
示
す
よ

う
に
改
善
し
︑
休
暇
を
取
得

し
や
す
く
し
た
︒
現
在
で
は
︑

有
給
休
暇
取
得
率
は
80
％
に

ま
で
改
善
し
て
い
る
と
い
う
︒

併
せ
て
︑
土
曜
・
日
曜
の
完

全
週
休
二
日
制
に
も
移
行
し

て
い
る
︒

　

こ
う
し
た
有
給
休
暇
取
得

促
進
へ
の
取
り
組
み
が
評
価

さ
れ
︑同
社
は
令
和
７
年
に
︑

若
者
の
採
用
・
育
成
に
積
極

的
で
︑
働
き
や
す
い
職
場
環

境
を
整
え
て
い
る
中
小
企
業

を
認
定
す
る
厚
生
労
働
省

﹁
ユ
ー
ス
エ
ー
ル
認
定
﹂
を

受
け
て
い
る
︒

　
﹁
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者

と
し
て
事
業
を
継
続
し
て
い

く
た
め
に
は
︑
人
材
の
確
保

は
不
可
欠
で
す
︒﹃
ユ
ー
ス
エ

ー
ル
認
定
﹄取
得
を
契
機
に
︑

今
後
も
従
業
員
に
と
っ
て
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
へ
の

取
り
組
み
を
続
け
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
﹂（
中
嶋

透
執
行
役
員
貨
物
事
業
部
部

長
）大泉運輸株式会社

会社所在地	 青森県上北郡六ヶ所村大字倉内字笹崎 1157
資本金	 2,000 万円
設　立	 平成元年 4月24日
従業員数	 80 人（うちトラックドライバー30 人）
車両数	 トラック31 台

Ｑ
Ｏ
Ｌ
に
欠
か
せ
な
い
「
体
と
心
の
健
康
」

高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
で
働
け
る
職
場
を
目
指
す

第
32
回  

大だ
い
せ
ん泉
運
輸
株
式
会
社
（
青
森
県
六
ヶ
所
村
）

　

従
業
員
が
健
康
で
長
く
働
く
こ
と
の

で
き
る
職
場
づ
く
り
は
︑
会
社
の
事
業

を
継
続
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
最

も
重
要
な
取
り
組
み
と
い
え
ま
す
︒
し

か
し
︑
近
年
我
が
国
に
お
い
て
過
労
死

等
が
多
発
し
て
大
き
な
社
会
問
題
と
な

る
な
ど
︑
職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
や
︑
過
重
労
働
防
止
対
策
の

推
進
は
︑
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
︒

　

そ
こ
で
︑
当
企
画
で
は
︑﹁
健
康
職
場

づ
く
り
﹂
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
者
の
事
例
な
ど

を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
︒

　

今
回
は
︑
青
森
県
六
ヶ
所
村
の
大
泉

運
輸
株
式
会
社（
小
泉
國
雄
代
表
取
締
役
）

に
お
け
る
取
り
組
み
で
す
︒

いきいきと働くことのできるトラック運送業界を目指して

健
康
経
営
は
人
材
確
保
と
事
業
継
続
へ
の
投
資
　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
へ

健
康
経
営
は
人
材
確
保
と
事
業
継
続
へ
の
投
資
　
い
つ
ま
で
も
元
気
で
働
き
続
け
ら
れ
る
職
場
へ

従
業
員
に
寄
り
添
う
健
康
対
策
を
推
進
　「
体
」
と
「
心
」
の
両
面
か
ら
健
康
を
支
え
る

「「健康職場健康職場づくりづくり」」
    事 業 者 訪 問事 業 者 訪 問

健
康
づ
く
り
へ
の
意
識
が
職
場
に
定
着

さ
ら
な
る
高
み
を
目
指
し
て
挑
戦
を
続
け
る

健
康
診
断
受
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
を
徹
底

再
受
診
率
向
上
と
生
活
習
慣
改
善
を
進
め
る

心
の
負
荷
を
軽
減
す
る
「
社
長
か
ら
の
電
話
」

有
給
休
暇
取
得
促
進
を
通
じ
「
心
の
健
康
」
を
守
る

そ
の
た
め
︑
健
診
で
要
精
密

検
査
の
診
断
を
受
け
て
も
︑

病
院
ま
で
行
く
手
間
を
惜
し

ん
で
再
検
査
の
受
診
を
怠
る

従
業
員
も
少
な
く
な
く
︑
受

診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
が
課

題
と
な
っ
て
い
た
︒

　

そ
こ
で
︑
従
業
員
の
健
康

管
理
の
責
任
者
で
あ
る
小
泉

寿
樹
代
表
取
締
役
常
務
は
︑

再
検
査
を
受
診
し
や
す
い
環

境
整
備
を
進
め
た
︒
ま
ず
︑

当
該
従
業
員
が
所
属
す
る
班

長
と
連
携
し
︑
乗
務
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
調
整
し
た
上
で
︑

当
該
従
業
員
が
勤
務
時
間
内

に
再
検
査
受
診
を
で
き
る
よ

う
に
し
た
︒
再
検
査
受
診
の

際
に
は
当
該
従
業
員
に
対
し

て
確
認
書
面
を
手
渡
し
︑
病

院
で
は
担
当
医
の
サ
イ
ン
を

も
ら
っ
た
上
で
後
日
会
社
に

提
出
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
な

ど
︑
受
診
漏
れ
を
防
ぐ
し
く

み
を
整
え
て
い
る
︒

　

こ
れ
に
よ
り
︑
現
在
で
は

健
診
の
受
診
率
は
１
０
０
％

に
達
し
て
い
る
ほ
か
︑
有
所

見
者
の
再
検
査
受
診
率
も
飛

躍
的
に
向
上
し
て
い
る
と
い

う
︒

　

ま
た
︑
同
社
で
は
点
呼
場

に
体
重
計
と
血
圧
計
を
備
え

 

白
ト
ラ
に
運
送
を
委
託
し

た
荷
主
を
摘
発荷主

の
摘
発
は

事
業
法
改
正
後
初

　

警
視
庁
と
愛
媛
県
警
の
合

同
捜
査
本
部
は
７
月
23
日
︑

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
違

反
容
疑
で
︑
荷
主
で
あ
る
生

鮮
食
品
卸
会
社
を
書
類
送
検

し
た
︒

　

送
検
容
疑
は
︑今
年
４
月
︑

事
業
許
可
を
得
て
い
な
い
愛

媛
県
の
運
送
会
社
に
︑
２
回

に
わ
た
り
下
関
港（
山
口
県
）

か
ら
豊
洲
市
場
（
東
京
都
）

ま
で
︑
有
償
で
活
魚
の
ヒ
ラ

メ
４
０
０
尾
の
運
送
を
委
託

し
た
疑
い
︒

　

今
年
４
月
に
改
正
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
法
が
施
行
さ

れ
︑
無
許
可
で
荷
物
を
運
送

す
る
﹁
白
ナ
ン
バ
ー
ト
ラ
ッ

ク
事
業
者
﹂
に
対
し
︑
白
ト

ラ
と
知
り
な
が
ら
運
送
を
委

託
し
た
荷
主
な
ど
も
処
罰
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
︒
荷
主

の
摘
発
は
全
国
初
︒

白
ト
ラ
行
為
に
対
す
る

行
政
処
分
の
処
分
量
定

を
引
き
上
げ

パ
ブ
コ
メ
を
８
月
28
日
ま
で

募
集

　

国
土
交
通
省
で
は
現
在
︑

貨
物
自
動
車
運
送
事
業
法
違

反
に
対
す
る
行
政
処
分
等
の

基
準
の
改
正
案
に
関
し
て
︑

意
見
募
集
を
行
っ
て
い
る
︒

　

ト
ラ
ッ
ク
運
送
事
業
で
は
︑

近
年
︑
無
許
可
で
の
貨
物
自

動
車
運
送
事
業
（
白
ト
ラ
）

行
為
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
︒

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
︑

 

﹁
最
新
！　

価
格
転
嫁
・

取
引
適
正
化
ル
ー
ル
の
説

明
会
﹂
を
開
催

８
月
26
日
の
東
京
会
場
を

皮
切
り
に
全
国
で

　

公
正
取
引
委
員
会
︑
中
小

企
業
庁
お
よ
び
経
済
産
業
省

各
経
済
産
業
局
で
は
︑﹁
最
新

！　

価
格
転
嫁
・
取
引
適
正

化
ル
ー
ル
の
説
明
会
︱
取
適

法
・
新
告
示
・
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
か
ら
官
公
需
取
引
ま
で
丸

ご
と
説
明
︱
﹂を
開
催
す
る
︒

　

令
和
７
年
５
月
︑
適
切
な

価
格
転
嫁
・
取
引
適
正
化
の

推
進
を
図
る
た
め
︑
下
請
代

金
支
払
遅
延
等
防
止
法
（
下

請
法
）
が
改
正
さ
れ
︑
８
年

１
月
に
中
小
受
託
取
引
適
正

悪
質
な
違
反
行
為
へ
の
対
策

を
強
化
す
る
た
め
︑
別
掲
の

通
り
行
政
処
分
の
処
分
量
定

を
引
き
上
げ
る
︒

　

通
達
発
出
・
施
行
は
８
年

９
月
下
旬
頃
の
予
定
︒

　

意
見
募
集
期
間
は
︑
８
月

28
日
㈮
ま
で
（
必
着
）︒
意

見
募
集
の
詳

細
に
つ
い
て

は
︑
ｅ
︱

Ｇ

ｏ
ｖ
（
二
次

元
コ
ー
ド
）
を
参
照
︒

改
正
物
流
特
殊
指
定
の

解
説
動
画
を
公
開

着
荷
主
へ
の
新
た
な

規
制
な
ど
を
紹
介

　

公
正
取
引
委
員
会
で
は
こ

の
ほ
ど
︑
動
画
﹁
公
取
委
広

報
担
当
が
聞
く
＃
２　

改
正

物
流
特
殊
指
定　

着
荷
主
へ

の
新
た
な
規
制
︑
契
約
外
の

荷
待
ち
な
ど
が
規
制
対
象

に
﹂（
写
真
）
を
公
開
し
た
︒

　

物
流
に
関
す
る
商
慣
習
の

問
題
に
対
す
る
さ
ら
な
る
対

応
を
行
う
た
め
︑
令
和
８
年

６
月
に
物
流
特
殊
指
定
が
改

正
さ
れ
︑
着
荷
主
に
よ
る
発

化
法
（
取
適
法
）
と
し
て
施

行
さ
れ
た
︒
ま
た
︑
取
適
法

対
象
外
の
取
引
を
含
め
た
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
で
の

取
引
適
正
化
に
向
け
て
︑
公

取
委
で
は
８
年
６
月
に
物
流

特
殊
指
定
の
改
正
︑
支
払
告

示
の
制
定
︑
優
越
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
改
定
︑
知
財
取
引
指

針
の
策
定
を
行
っ
た
︒
さ
ら

に
︑
官
公
需
を
含
む
価
格
転

嫁
・
取
引
適
正
化
を
徹
底
す

べ
く
︑
中
企
庁
で
も
様
々
な

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
︒

　

公
取
委
と
中
企
庁
︑
経
産

省
各
経
済
産
業
局
で
は
︑
①

取
適
法
の
概
要
︑
②
取
引
適

正
化
に
向
け
た
公
取
委
の
施

策
︑
③
取
引
適
正
化
に
向
け

た
中
企
庁
の
施
策
︱
︱
に
つ

い
て
︑
同
説
明
会
で
説
明
を

行
う
︒

　

東
京
で
は
８
月
26
日
㈬
15

時
~
17
時
30
分
に
︑
経
産
省

本
館
地
下
２
階
の
講
堂
で
開

催
（
募
集
定
員
２
０
０
人
︑

参
加
可
能
人
数
は
１
事
業
者

当
た
り
３
人
以
内
）︒
併
せ

て
︑
同
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
も
行
う
（
申
込
不
要
）︒

　

申
込
に
関
す
る
詳
細
は
︑

公
取
委
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
二

次
元
コ
ー
ド
）

を
参
照
︒

　

ま
た
︑
今
後
全
国
の
各
ブ

ロ
ッ
ク
で
同
説
明
会
を
開
催

予
定
︒
詳
細
は
決
定
次
第
︑

公
取
委
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
る
予
定
︒

荷
主
の
利
益
を
不
当
に
害
す

る
行
為
が
禁
止
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
（
９
年
４
月
１
日
施

行
）︒
同
動
画
で
は
︑
新
た

に
規
制
対
象
と
な
っ
た
着
荷

主
に
該
当
す
る
の
は
ど
の
よ

う
な
企
業
な
の
か
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
︑
具
体
的
な
禁

止
行
為
︑
着
荷
主
と
発
荷
主

と
の
取
引
で
気
を
付
け
る
べ

き
こ
と
な
ど
を
紹
介
し
て
い

る
︒

　

同
動
画
は
︑
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
﹁
公
正

取
引
委
員
会

チ
ャ
ン
ネ
ル
﹂

（
二
次
元
コ
ー

ド
）
で
公
開
し
て
い
る
︒

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
改
訂

版
を
取
り
ま
と
め

「
フ
ィ
ジ
カ
ル

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
実
現
会
議
」

　

経
済
産
業
省
と
国
土
交
通

省
は
７
月
17
日
︑
２
０
２
６

年
度
第
３
回
﹁
フ
ィ
ジ
カ
ル

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
実
現
会
議
﹂

を
開
催
し
︑﹁
フ
ィ
ジ
カ
ル
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
﹂
２
０
２
６
年
度
改
訂
版

を
取
り
ま
と
め
た
︒

　

改
訂
版
で
は
︑﹁
総
合
物

流
施
策
大
綱
（
２
０
２
６
~

２
０
３
０
年
度
）﹂
や
物
流
効

率
化
法
の
全
面
施
行
を
踏
ま

え
︑
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
供
給

力
や
中
継
輸
送
︑
自
動
運
転

ト
ラ
ッ
ク
︑
新
モ
ー
ダ
ル
シ

フ
ト
な
ど
の
記
述
内
容
が
更

新
さ
れ
た
︒

　

な
お
︑
全
日
本
ト
ラ
ッ
ク

協
会
か
ら
は
︑
三
村
偉
一
郎

物
流
政
策
委
員
会
副
委
員
長

が
︑
同
実
現
会
議
の
委
員
と

し
て
参
画
し
て
い
る
︒

経 産 省

公 取 委

遠隔点呼および自動点呼の実施状況に係る実態調査にご協力ください
　令和5年４月以降、対面による点呼と同等の効果を有するものとして遠隔点呼や自
動点呼の実施が可能となる制度を順次創設しました。
　国土交通省では、遠隔点呼および自動点呼の実施状況に係る実態調査を事業者単位
で行います。
　回答に要する時間は5分程度で、回答期限は８月７日㈮までを予定しています。
　なお、回答については特定の個者が識別できる情報として公表することや、監査の
端緒として利用することはありません。

◆アンケートは右記二次元コードからご回答ください。

【問い合わせ先】※連絡は原則メールにてお願いします。
国土交通省委託事業事務局（㈱野村総合研究所）
E-mail:milt_tenko_survey@nri.co.jp
電話 :080-5457-1542

国交省

改正概要
　貨物自動車運送事業法第 3条及び第 35 条第 1
項及び第 36 条第 1項に係る車両の使用制限又は
禁止の処分量定を引き上げる。

（現行）初犯　 60 日、再違反　120日、
再々違反　180日

（改正）初犯　120日、再違反　180日、
再々違反　180日

小泉社長（中央）は日頃から従業員に対して積極的に声がけを行うなど、コミュ
ニケーション強化に力を注いでいる

小泉　國雄
代表取締役

左
か
ら
、
小
泉
寿
樹
代
表
取
締
役
常
務
、
小
泉
國
雄
代
表

取
締
役
、
中
嶋
透
執
行
役
員
貨
物
事
業
部
部
長

同
社
で
は
、
健
診
受
診
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
策
を
強
化

し
、
再
検
査
受
診
率
向
上
を
図
っ
て
い
る

業
務
前
点
呼
時
に
体
重
を
測
定
し
、
著
し
く
変
動
し
て
い
る
従
業
員
に
対
し

て
は
注
意
喚
起
を
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
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近
年
︑
建
設
資
材
が
高
騰
し
て

い
る
︒
ま
た
︑
金
利
も
上
が
っ
て

い
る
︒
そ
の
他
の
条
件
も
含
め
︑

﹁
拠
点
建
設
の
判
断
が
難
し
く
な

っ
て
い
る
﹂
と
い
う
事
業
者
の
声

を
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
︒
倉

庫
や
物
流
セ
ン
タ
ー
を
前
面
に
出

し
た
営
業
で
荷
主
を
開
拓
し
︑
業

務
を
受
託
す
れ
ば
運
送
業
務
も
付

随
し
て
増
え
て
く
る
︑
と
い
っ
た

事
業
展
開
を
し
て
い
る
事
業
者
の

話
で
あ
る
︒

　

あ
る
中
小
事
業
者
は
︑
特
定
荷

主
の
大
型
物
流
セ
ン
タ
ー
の
建
設

を
計
画
し
て
い
る
︒
地
元
の
市（
県

庁
所
在
地
）
が
開
発
し
て
い
る
︑

高
速
道
路
の
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

に
隣
接
し
た
好
立
地
条
件
の
用
地

も
確
保
で
き
た
︒
だ
が
︑
こ
こ
に

き
て
﹁
荷
主
が
建
設
費
の
高
騰
で

計
画
を
見
直
そ
う
と
し
て
い
る
の

で
︑
当
初
の
計
画
が
ペ
ン
デ
ィ
ン

グ
に
な
っ
て
い
る
﹂
と

い
う
︒
建
設
費
が
約
１

・
５
倍
に
な
っ
た
た

め
︑
荷
主
は
専
用
セ
ン

タ
ー
契
約
を
躊
躇
し
て

い
る
の
だ
と
い
う
︒

　
﹁
専
用
セ
ン
タ
ー
契

約
を
前
提
に
し
た
拠
点

建
設
で
は
︑
償
却
な
ど

に
も
責
任
を
も
っ
て
保

証
す
る
よ
う
な
契
約
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
﹂︒
し
か
し
︑

建
設
費
の
高
騰
な
ど
か
ら
︑
そ

の
よ
う
な
契
約
で
は
リ
ス
ク
が

大
き
く
な
っ
て
き
た
︒
そ
こ
で

﹁
虫
の
良
い
﹂
話
だ
が
︑﹁
荷

主
は
︑
当
社
が
建
設
し
た
拠
点

と
契
約
す
る
こ

と
を
望
ん
で
い

る
︒
そ
れ
で
は
︑

当
社
が
リ
ス
ク

を
全
部
負
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な

い
﹂︒
し
か
も
︑

か
な
り
の
大
型

セ
ン
タ
ー
な
の
で

投
資
額
も
大
き

い
︒

　

あ
る
事
業
者

は
こ
の
間
︑
一
般

倉
庫
や
危
険
物

倉
庫
で
荷
主
を

開
拓
し
︑
そ
の

業
務
に
附
帯
す

る
形
で
運
送
部

門
の
売
上
も
伸
ば
し
て
き
た
︒

今
年
３
月
期
で
︑
長
年
目
標
に

し
て
い
た
売
上
高
な
ど
の
目
標

を
達
成
︒
４
月
か
ら
新
し
い
目

標
に
向
か
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
︒

す
で
に
数
か
月
が
経
っ
て
い
る

が
︑﹁
実
際
の
と
こ
ろ
設
備
投

資
計
画
で
悩
ん
で
い
る
﹂と
い
う
︒

　

こ
れ
ま
で
の
事
業
展
開
の
パ
タ

ー
ン
を
踏
襲
す
る
が
︑
そ
れ
に
は

倉
庫
な
ど
の
建
設
を
先
行
さ
せ
る

必
要
が
あ
る
︒
だ
が
︑﹁
現
在
の

建
設
費
で
建
て
れ
ば
︑
そ
れ
を
前

提
に
し
た
料
金
を
設
定
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
﹂︒
し
か
し
︑﹁
経
済

環
境
が
変
わ
れ
ば
倉
庫
料
金
な
ど

の
相
場
が
変
わ
っ
て
く
る
の
で
︑

そ
の
料
金
が
通
用
す
る
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
﹂︒
投
資
に
対
す
る

回
収
リ
ス
ク
が
大
き
い
の
で
あ
る
︒

　

そ
の
よ
う
な
な
か
で
︑
こ
の
事

業
者
は
︑
新
し
い
目
標
に
向
け
た

１
年
目
で
あ
る
今
年
度
の
売
上
目

標
を
前
年
度
比
４
・
３
％
増
に
設

定
し
た
︒
こ
れ
は
﹁
既
存
の
倉
庫

の
稼
働
率
を
１
０
０
％
近
く
ま
で

高
め
れ
ば
︑
達
成
可
能
な
売
上
だ

か
ら
﹂
と
い
う
︒
し
か
も
︑
既
存

の
施
設
の
稼
働
率
を
上
げ
る
の
だ

か
ら
︑
利
益
率
は
高
く
な
る
︒
こ

の
よ
う
に
し
て
投
資
判
断
が
難
し

い
現
状
に
対
応
し
つ
つ
︑
今
後
の

経
済
動
向
を
見
極
め
よ
う
と
い
う

の
で
あ
る
︒

　

だ
が
︑
静
観
し
て
い
る
だ
け
で

は
取
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
︒
と
い

う
の
は
﹁
い
ま
拠
点
建
設
に
ゴ
ー

サ
イ
ン
を
出
し
て
も
竣
工
す
る
の

は
約
２
年
後
に
な
る
﹂か
ら
で
あ
る
︒

第
376
回

建設費や金利上昇で難しい投資判断

※
解
答
は
、
次
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

　

生
活
習
慣
病
と
は
︑
食
習

慣
や
運
動
習
慣
︑
休
養
︑
喫

煙
︑
飲
酒
な
ど
と
い
っ
た
生

活
習
慣
が
︑
発
症
・
進
行
に

関
与
す
る
疾
患
群
で
あ
り
︑

が
ん
（
悪
性
新
生
物
）︑
心

疾
患
（
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞

な
ど
の
心
臓
病
）︑
脳
血
管

疾
患
（
脳
梗
塞
や
ク
モ
膜
下

出
血
な
ど
の
脳
の
病
気
）
な

ど
の
病
気
が
含
ま
れ
ま
す
︒

　

生
活
習
慣
病
は
︑
日
本
人

の
死
因
の
半
数
以
上
を
占
め

て
い
ま
す
︒
特
に
︑
が
ん
は

30
年
以
上
連
続
で
日
本
人
の

死
因
の
第
１
位
と
な
っ
て
い

ま
す
︒
ま
た
︑
が
ん
に
次
い

で
多
い
死
因
で
あ
る
心
疾
患

や
脳
血
管
疾
患
は
︑
動
脈
硬

化
が
要
因
と
な
る
病
気
で

す
︒
特
に
︑
お
腹
の
周
り
の

内
臓
に
脂
肪
が
蓄
積
し
た

﹁
内
臓
脂
肪
型
肥
満
﹂
に
糖

尿
病
︑
高
血
圧
症
︑
脂
質
異

常
症
と
い
っ
た
病
気
が
複
数

重
な
る
と
︑
動
脈
硬
化
を
進

行
さ
せ
︑
こ
う
し
た
命
に
関

わ
る
病
気
を
招
く
危
険
性
が

急
速
に
高
ま
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
︒

　

初
期
の
生
活
習
慣
病
は
特

に
自
覚
症
状
が
な
い
こ
と
が

多
い
た
め
︑
い
つ
の
間
に
か

病
気
が
進
行
し
て
し
ま
う
危

険
が
あ
り
ま
す
︒
そ
の
た
め
︑

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け

て
自
分
自
身
の
健
康
状
態
を

　
﹁
特
定
健
診
・
特
定
保
健

指
導
﹂
と
は
︑
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
図
１
）

に
着
目
し
た
﹁
健
診
﹂
に
よ

っ
て
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク

を
早
期
に
発
見
し
︑
そ
の
内

容
を
踏
ま
え
て
運
動
習
慣
や

食
生
活
︑
喫
煙
と
い
っ
た
生

活
習
慣
を
見
直
す
た
め
の

﹁
特
定
保
健
指
導
﹂
を
行
う

こ
と
で
内
臓
脂
肪
を
減
少
さ

せ
︑
生
活
習
慣
病
の
予
防
・

改
善
に
繋
げ
る
も
の
で
す
︒

常
に
正
し
く
把
握
す
る
こ
と

が
︑
生
活
習
慣
病
の
早
期
の

発
見
・
治
療
に
重
要
で
す
︒

　

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
早

期
治
療
に
繋
げ
る
た
め
︑
職

場
等
で
は
︑﹁
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
﹂
を
毎
年
実

施
し
て
い
ま
す
︒
健
診
は
︑

健
康
な
う
ち
に
受
診
し
て
こ

そ
意
味
が
あ
り
ま
す
︒﹁
時

間
が
な
い
﹂︑﹁
元
気
だ
か
ら

大
丈
夫
﹂
な
ど
と
考
え
ず
︑

自
分
の
健
康
の
た
め
ぜ
ひ
定

期
的
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
︒

　

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指

導
で
は
︑
表
で
示
し
た
項
目

に
つ
い
て
検
査
が
実
施
さ
れ

ま
す
︒

　

受
診
す
る
人
に
と
っ
て
の

具
体
的
な
メ
リ
ッ
ト
は
︑
次

の
通
り
で
す
︒

① 

自
分
自
身
の
健
康
状
態
を

把
握

② 

健
診
結
果
を
踏
ま
え
︑
現

在
の
健
康
状
態
に
あ
っ
た

ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
が
受
け

ら
れ
る

③ 

疾
病
予
防
に
よ
っ
て
︑
い

つ
ま
で
も
健
や
か
な
生
活

適
度
な
運
動
を
行
う
こ
と

で
︑
消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増

加
し
︑
身
体
機
能
が
活
発
化

し
て
血
糖
や
脂
質
の
消
費
量

が
増
え
︑
内
臓
脂
肪
が
つ
き

に
く
く
な
り
ま
す
︒
そ
の
結

果
︑
血
糖
値
や
脂
質
異
常
︑

高
血
圧
が
改
善
さ
れ
て
生
活

習
慣
病
の
予
防
に
繋
が
り
ま

す
︒

②
食
事

　

食
べ
過
ぎ
や
欠
食
な
ど
の

不
規
則
な
食
生
活
は
内
臓
脂

肪
を
た
め
る
原
因
と
な
る
た

め
︑
食
生
活
の
改
善
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
︒
ま
た
︑
食
塩
︑

飽
和
脂
肪
酸
︑
糖
分
の
摂
り

過
ぎ
︑
野
菜
や
果
物
の
不
足

な
ど
も
︑
様
々
な
生
活
習
慣

病
の
発
症
に
関
連
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
︒

③
禁
煙

　

た
ば
こ
は
︑
多
く
の
有
害

物
質
を
含
み
︑
健
康
に
様
々

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
︒
喫

煙
に
よ
っ
て
︑
が
ん
に
か
か

る
リ
ス
ク
だ
け
で
な
く
︑
動

脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
る
リ
ス

ク
を
高
め
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
︒
禁
煙
は
本
人
の
努
力

だ
け
で
な
く
︑
周
囲
の
サ
ポ

ー
ト
も
大
切
で
す
︒

④
薬

　

す
で
に
糖
尿
病
や
高
血
圧

症
︑
脂
質
異
常
症
な
ど
の
生

活
習
慣
病
に
な
っ
て
い
る
場

合
に
は
︑
生
活
習
慣
の
改
善

に
加
え
て
︑
薬
に
よ
る
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
必
要
な
こ
と
も

あ
り
ま
す
︒
た
だ
し
︑﹁
薬

を
飲
め
ば
安
心
﹂
と
い
う
わ

け
で
は
な
く
︑
生
活
習
慣
の

改
善
も
あ
わ
せ
て
行
う
こ
と

が
大
切
で
す
︒

　

別
掲
で
は
︑﹁
生
活
習
慣

改
善
の
ヒ
ン
ト
﹂
を
紹
介
し

て
い
ま
す
︒

　

厚
労
省
﹁
健
康
日
本
21
ア

ク
シ
ョ
ン
支
援
シ
ス
テ
ム
﹂

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ

ト
（
二
次
元

コ
ー
ド
）で
は
︑

企
業
の
健
康

増
進
担
当
者
が
活
用
で
き
る

ツ
ー
ル
を
提
供
し
て
い
ま
す
︒

を
送
る
こ
と
に
繋
が
る

　

健
診
で
生
活
習
慣
病
の
リ

ス
ク
が
高
い
と
判
定
さ
れ
た

場
合
で
も
︑
普
段
の
生
活
習

慣
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
︑
生
活
習
慣
病
の
予
防
や

健
康
状
態
の
改
善
が
期
待
で

き
ま
す
︒
特
定
保
健
指
導
で

は
︑
医
師
や
保
健
師
︑
管
理

　
﹁
健
康
寿
命
﹂
と
は
︑﹁
健

康
上
の
問
題
で
日
常
生
活
が

制
限
さ
れ
る
こ
と
な
く
生
活

で
き
る
期
間
﹂の
こ
と
で
す
︒

　

我
が
国
の
平
均
寿
命
は
世

界
有
数
の
長
さ
で
あ
る
一
方
︑

健
康
寿
命
と
の
差
は
︑
男
性

栄
養
士
ら
に
よ
っ
て
︑
対
象

者
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た

生
活
習
慣
を
見
直
す
た
め
の

ア
ド
バ
イ
ス
等
の
支
援
が
行

わ
れ
ま
す
︒

　

な
お
︑
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
の
対
象
と
な
る
の

は
︑
40
歳
以
上
75
歳
未
満
の

人
で
す
︒

が
８
・
48
年
（
令
和
４
年
）︑

女
性
が
11
・
64
年
（
同
）
と

決
し
て
短
く
あ
り
ま
せ
ん

（
図
２
）︒

　

健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
︑

健
や
か
で
心
豊
か
な
生
活
を

継
続
し
て
送
る
た
め
に
は
︑

生
活
習
慣
病
の
発
症
や
重
症

化
を
予
防
し
︑
い
つ
ま
で
も

健
康
を
維
持
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
︒
そ
の
た
め
に
は
︑

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
内
臓

脂
肪
を
減
ら
す
こ
と
が
必
要

で
あ
り
︑
内
臓
脂
肪
が
た
ま

る
原
因
と
な
る
運
動
不
足
や

食
べ
過
ぎ
と
い
っ
た
不
健
康

な
生
活
習
慣
の
改
善
が
不
可

欠
で
す
︒

　

生
活
習
慣
を
改
善
す
る
ポ

イ
ン
ト
は
︑﹁
運
動
﹂︑﹁
食
事
﹂︑

﹁
禁
煙
﹂︑﹁
薬
﹂
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
︒

①
運
動

　

日
頃
か
ら
体
を
動
か
す
習

慣
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
︒

　

厚
生
労
働
省
で
は
︑
が
ん
・
心
臓
病
・

脳
卒
中
・
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の

特
性
や
︑
運
動
・
食
生
活
な
ど
の
個
人
の

生
活
習
慣
の
改
善
の
重
要
性
に
つ
い
て
の

国
民
一
人
ひ
と
り
の
理
解
を
深
め
︑
健
康

づ
く
り
の
実
践
を
促
進
す
る
た
め
︑
毎
年

９
月
１
日
〜
30
日
の
１
か
月
間
を
﹁
健
康

増
進
普
及
月
間
﹂
と
定
め
︑
健
康
増
進
に

関
す
る
普
及
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
︒

　

こ
こ
で
は
︑
生
活
習
慣
病
の
予
防
・
早

期
発
見
に
欠
か
せ
な
い
︑﹁
特
定
健
診
・

特
定
保
健
指
導
﹂
の
重
要
性
や
︑﹁
健
康

寿
命
﹂
を
延
ば
す
た
め
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
︒

　

な
お
︑
詳
細
は
政
府
広
報
オ
ン
ラ
イ
ン

﹁
生
活
習
慣
病
と
は
？　

予
防
と
早
期
発
見
の
た
め

に
定
期
的
な
受
診
を
！
﹂

（
二
次
元
コ
ー
ド
）
を
ご

覧
下
さ
い
︒

生
活
習
慣
を
改
善
し
て「
健
康
寿
命
」を
延
ば
し
ま
し
ょ
う

生
活
習
慣
を
改
善
し
て「
健
康
寿
命
」を
延
ば
し
ま
し
ょ
う

生活習慣改善のヒント
●運動
　1日の生活の様々な場面で、今より 10分、
身体を動かす時間を増やしませんか。機会
を少しずつ見つけて、「１日 60 分」を目標
にしてみましょう。
（例）
・通勤時、バスの停留所 1つ分、または電
車 1駅分を歩く
・買い物の移動手段を、自家用車から自転
車や徒歩に替える
・エレベーターやエスカレーターではなく、
階段を使う
・犬の散歩に出かける　……など

●食事
　食生活改善のポイントは、次の通りです。
・主食、主菜、副菜を組み合わせてバラン
スよく食べる
・就寝前 2時間以内の夜遅い食事を避け、
早めの時間に夕食を摂る
・甘い飲み物をやめて、水やお茶にする
・食塩摂取は控えめにする　……など

「健康経営優良法人2027」
８月17日から申請受付開始！

　健康経営優良法人認定事務局（日本経済新聞社）は、８月17日㈪から「健康経営
優良法人2027」の申請受付を開始
する。
　「健康経営優良法人2027」の申
請スケジュールは、右の通り。
　なお、申請に関する詳細は、健
康経営優良法人認定制度ポータル

サイト「ACTION!健
康経営」（二次元コー
ド）に掲載される予
定。

「健康経営優良法人 2027」申請スケジュール
◆申請受付開始（8月 17日）
　※新規での申請に必要な ID発行は 8月予定
↓
◆申請受付終了（中小規模法人部門：10月 16日）
↓
◆申請期間終了後、申請料の請求書を送付（11月上旬頃）
↓
◆申請料振込締切（12月 31日）
↓
◆健康経営優良法人認定発表（令和 9年 3月中旬頃）

表　特定健診・特定保健指導の検査項目

基本的な
健診の項目

質問票（服薬歴、喫煙歴等）
身体計測（身長、体重、BMI、腹囲）
理学的検査（身体診察）
血圧測定
血液検査
脂質検査（空腹時中性脂肪、やむを得ない場合には随時中性
脂肪〔空腹時〈絶食 10時間以上〉以外に採血を行う〕、HDL
コレステロール、LDL コレステロール）
血糖検査（空腹時血糖またはHbA1c、やむを得ない場合には
随時血糖）
肝機能検査（AST〔GOT〕、ALT〔GPT〕、γ -GT〔γ -GTP〕）
検尿（尿糖、尿蛋白）

詳細な
健診の項目※

心電図検査
眼底検査
貧血検査（赤血球数、ヘモグロビン値、ヘマトクリット値）
血清クレアチニン検査

※一定の基準の下、医師が必要と認めた場合に実施

資料：�「平均寿命」は厚生労働省「簡易生命表」（平成22年のみ「完全生命表」）より、健康寿命は「厚
生労働科学研究」より政府広報室作成
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図１

図２　平均寿命と健康寿命の推移

（年齢） （年齢）

（年） （年）

図１・表・「生活習慣改善のヒント」

出典：�政府広報オンライン「生活
習慣病とは？　予防と早期
発見のために定期的な受診
を！」

9月1日～30日は「健康増進普及月間」厚労省

生活習慣病の予防・早期発見生活習慣病の予防・早期発見のためにのために定期的な受診を定期的な受診を！！



令和8年（2026年）8月1日 （6）第2283号（第3種郵便物認可）

プロフィール

    土木業から運送業へ転身　繋がる縁　貫く「現場主義」土木業から運送業へ転身　繋がる縁　貫く「現場主義」history!

7:00
　出社し、スマートフォンの勤怠管理アプリで「出勤」の
ボタンを押す（写真①）。車両点検（写真②）の後、血
圧測定（写真③）や体調確認、アルコールチェック（写
真④）などの業務前点呼を行う。

7:45
　朝礼に参加。朝礼では、地場や長距離といった各輸送
班のリーダーが、当日のチームの仕事の流れを説明し、全
員で仕事内容を共有する。また、毎日ドライバーが当番制
で時節に応じた注意事項をスローガンとして発表し、全員
で唱和する。

　「前回私が当番だった際は、ちょうど季節の変わり目だっ
たので、『体調管理に気を付けて、無事故・無違反で頑張
りましょう！』というスローガンを発表しました」（川合さん）。

8:15
　会社（小矢部市）
の駐車場を出発（写真
⑤）し、富山市内にあ
る積み込み先へ向かう。

9:15
　富山市内にある農業
資材メーカーの工場に
到着（写真⑥）。工場
のスタッフが、積み荷で
あるパレット積みのフレキ
シブルコンテナ（フレコ
ン）バッグ（1袋 1トン）
を13 個、荷台に積み
込む。

10:00
　積み込み完了後、小
矢部市内にある自社倉
庫「サクラ倉庫」に向
けて出発（写真⑦）。

11:00
　サクラ倉庫に到着。
荷降ろしを行う（写真
⑧）。

　「午前の運行が終わっ
た段階で、会社に運行
完了の電話連絡をします。サクラ倉庫での荷降ろしは、基
本的に自分でフォークリフトを操作して行いますが、倉庫にい
るフォークリフトオペレーターがフォローしてくれることもありま
す。積み荷を降ろし、倉庫に収める作業は10 分ほどで完
了し、その後倉庫や荷台の整理と清掃をします」（同）

12:00
　サクラ倉庫の休憩室で昼食休憩をとる。

　「夏季はコンビニエンスストアで冷たい麺類と野菜スティッ
クを買って食べることが多いです」（同）

13:00
　サクラ倉庫でのフォ
ークリフトオペレーター
としての業務を開始。
出荷する商品を自動
倉庫（解説 参照）
から取り出し、トラック
に積み込む。ドライバ
ーが積み込みを行う
際はサポートする（写真⑨）。

15:45
　倉庫業務終了とともに、サクラ倉庫から本社へ移動。

16:00
　帰社。インタンクで給
油（写真⑩）後、洗車
（写真⑪）を行う。

　「当社の洗車場には、
腐食や錆の原因になる
融雪剤で車体が傷まな
いよう、下回りも洗える
下部洗浄装置が導入さ
れています。夏場は数日
おきの洗車ですが、融
雪剤が撒かれる冬場は
毎日必ず洗車します」
（同）

16:30
　業務後点呼と日報記入を行う。

17:00
　勤怠アプリの「退勤」ボタンを押して、一日の勤務終了。

川合さんのある１日の仕事の流れ

建設機械・重機・トラック・リフトの免許・資格を多数保有！
土木業界→トラック運送業界で大活躍の女性ドライバー

・ �富山県出身。高校卒業後、焼鳥店でアルバイトをしていた際に土木
会社社長にスカウトされ、土木工事会社に就職。約 8年間勤務後、
令和 5年 4月に大和トランスポートへ入社（ history! 参照）

・�安全のために大事にしているのは、「タイヤ、エンジンオイル、ラ
イトなどの念入りな車両点検」。「当社では年に 1回『社内ドライバ
ーコンテスト』があり、点検も競技科目に含まれるので、入社時に
習いっぱなしのままではなく、毎年学び直すことができ、それが日
々の安全に活かされています。」（川合さん）。

・�趣味は音楽鑑賞。「運転中は音楽を聴いたり、時には歌ったりして
います。最近は、ちゃんみなの楽曲を聴くことが多いです」（同）。

担当業務：�10 トン車ドライバー（農業資材輸送）、フォークリ
フトオペレーター

勤続年数：３年４か月
取得資格：�大型自動車免許、フォークリフト運転技能講習修了

川合さんはこんな人！
　日々の仕事の中で、「こ
ういうふうに作業してほし
い」という配車担当者側
からの要望に100％応え
てくれる、信頼できるドライ
バーです。フォークリフトの
操作も完璧ですし、当社
では冬に除雪も行っていま
すが、重機の免許も持つ
川合さんは、除雪をさせたら社内一の腕前です。
� （配車・業務担当　藤掛文枝さん／写真右）

川合さんは日々、どのようなお仕事に携わっているのでしょ
うか。お仕事に 1 日密着させていただきました。

給食配送や地場輸送が「女性ドライバー採用の門戸」として機能給食配送や地場輸送が「女性ドライバー採用の門戸」として機能
体験入社でミスマッチを、メンタルケアで事故や離職を未然に防ぐ体験入社でミスマッチを、メンタルケアで事故や離職を未然に防ぐ

村西社長に
訊く！

　21歳から71歳まで、幅広い年代のドライバーが活躍中の当社は、
経験者と未経験者の採用比率は半々ほどで、求人サイトからの応募
が最も多いです。採用後にミスマッチによる早期退職が起こらないよ
う、正式入社前に半日～ 1日の体験入社を実施し、会社の空気や
業務内容をしっかり確認してもらうことで、求職者とのマッチング率を高めてい
ます。また「安全運転の質は、ドライバーの心に左右される」との考えから、
ドライバーのメンタルケアにも力を入れています。
　当社に初めて女性ドライバーが入社したのは 20 年ほど前で、以来、女性ド
ライバーには地場輸送や、10 ～ 15 時の勤務時間帯で、子育て中の女性が
パート勤務をしやすい給食配送を担当してもらっています。最初は給食配送の
パート従業員として採用した川

合さんは、向上心も運転技術も高く、すぐにフォークリフ
トの資格も取得してくれました。正社員登用後は、倉庫
業務の傍ら大型免許を取得し、「地場輸送担当大型ドラ
イバー兼任リフトオペレーター」へとステップアップしてもら
っています。女性ドライバーの採用も増えてきているので、
今後川合さんには、後輩にアドバイスをしながら現場で
活躍し続けてくれる「現場主任」のようなポジションにな
ってほしいと考えています。

川
か わ い

合　葉
は づ き

月さん

　採掘場で重機オペレーターをしていた祖父の影響で、
子どものころから「はたらく車」が好きだったという川
合さんは、18 歳で普通免許を取得し、高校卒業後は地
元の焼鳥店でアルバイトとして勤務。そんなある日、川
合さんの仕事ぶりに注目した常連客から、「うちの会社
で働かないか」と声をかけられる。その常連客は、土木
工事会社の経営者だった。川合さんは当時 19 歳。社
長自らのスカウトを受け、同社に入社する。

　「社長は事務員としてスカウトしてくれたので、しばら
くは事務職をしていたのですが、土木工事の現場を見て
いるだけでは物足りなくなってしまい、『私も現場で仕事
がしたい！』と直訴し、現場代理人の助手をさせてもら
いました。現場担当者のサポートや、スコップを持って
の実作業のほか、重機系の資格を取ってからは油圧ショ
ベルを運転することが多かったです。現場に女性作業員
は私ひとりでした」（川合さん）

　現場勤務に配置換えとなった川合さんは、「車両系建
設機械（整地・運搬・積込み用及び掘削用）運転技能
講習」を皮切りに、多くの資格を取得。4トンダンプに
乗るための中型自動車免許取得をはじめ、移動式クレー
ン運転士免許等も取得し、玉掛け技能講習も修了して
いる。

　「『土木施工管理技士』などの資格も取得したのです
が、土木施工管理技士や現場代理人になると、現場で
の実作業に携われなくなってきました。19 歳から約 8
年働いてきたというキャリアもあり、『管理者にならない
か』と言っていただいたのですが、ずっと現場で働き続
けたかったので、退職することにしました。その時点で、
『次は重機ではない、別の車に乗る仕事をしよう。そう
なると、トラックだな』と思っていました」（同）

「ミスった」が第一印象 !? 縁が採用を後押し

　トラックドライバーになるべく就職活動を始めた川合さ
んは、ハローワークで大和トランスポートの「給食配送ド
ライバー（2トン車）」の求人をみつける。給食配送は、
学校の夏休みや冬休みがあるためパート勤務だったが、
「子どもたちの待つ小学校へ給食を運べるなんて楽し
そう。まずは 2トントラックから始めよう」と思い応募。
ハローワークから応募連絡を入れ、すぐに面接が決定し
た。会社を訪れた川合さんに対し、提出された履歴書
を見た村西社長が告げたのは、「前職の土木工事会社
社長は、自身と小・中学校の同級生である」という衝撃
の事実だった。

　「社長同士が同級生だと知り、『ミスった！　転職先が
バレてしまう』と思いました（笑）」（同）

　「給食配送の 2トン車ドライバーに応募してきてくれた
わけですが、履歴書を見ると中型免許を持っていたので、
大きなトラックに興味はあるか訊ねると、大きな車に乗っ
てみたいと話してくれました。ですから、『入社後、2ト
ン車の仕事に慣れたらステップアップして、大型・けん
引免許も取得し大型車やトレーラーに乗る未来もありま
すよ』と説明し、面接を終えました。面接後すぐに土木
会社の社長に電話をかけて、川合さんから応募があった
ことを話すと、『なるほど、トラックドライバーになるのか』
と深く納得していまし
た。 そして、『 仕 事
にも資格にも積極的
にチャレンジする、
非常に評価の高い社
員だった』と仕事ぶ
りに太鼓判を押して
くれました。 面接の
時点で採用しようと
思っていましたが、彼
の言葉も大きな後押しになりました」（村西社長）

「兼任」だからこそできる積み降ろし時の配慮

　入社後は先輩ドライバーの研修・指導を 5 日ほど受け
てひとり立ち。給食がこぼれないよう、運転にも積み降
ろしにも細心の注意が求められる仕事にやりがいを感じ
るとともに、小学生がトラックに向かって手を振ってくれ

るかわいい姿にも癒さ
れたという。 入社３か
月後 の 夏 休み期 間に
は、フォークリフトの講
習を受講・修了し倉庫
業務を開始。入社半年
後には、給食配送部門
に新スタッフが採用さ
れたことから、川合さ
んは正社員として倉庫でのフォークリフトオペレーターに
配置転換された。倉庫で勤務しつつ、会社の補助を受け、
令和 7 年 5 月には大型免許を取得。以降、週に 3 回は
この日のように「午前＝運行、午後＝倉庫」のスケジュ
ールで勤務し、それ以外の日は終日倉庫業務に従事する。
　日々の倉庫業務の中で川合さんが痛感しているのは、
「フレコンバッグを13個荷台に積み込むことの難しさ」
だという。位置を細かく調整し、きれいに積み込まないと、
あおりが閉まらないため、前から順番に、13 個すべてが
荷台に収まるよう積んでいく。

　「ドライバーとリフトオペレーターを兼任しているからこ
そ、どちらの仕事をする側の気持ちも分かるので、『リフ
トでこうやって荷物を積んだら、ドライバーさんが荷降ろ
しの時に楽だろうな』と想像しながら作業します。『リフ
トうまいね！』と褒められるのが一番嬉しいです」（川
合さん）

夢は「女性ドライバーの増員」と「生涯現場主義」

　同社に在籍する女性ドライバーは現在 5 人で、川合さ
んは「女性ドライバーの皆で集まって、たわいない話を
して笑っている時間が一番楽しい」と語る。こうした対
話は、同社が重要視することのひとつで、村西社長は
常々、社員全員に、「何かあったらいつでも自分に相談
してほしい」と呼びかけている。川合さんをはじめとし
たドライバーたちは、メールやアプリ、直接の会話など、
様々な対話方法を通じて、仕事の中で気づいたポイント
を報告したり、プライベートや体調面といった心配ごとの
相談をしたりするという。「どんなにささいなことでも気
軽に社員が経営者に相談できる環境」が整っていること
が、同社の「働きやすさ」の根幹にある。

　「トラックドライバーには高度な運転技術が求められま
すが、その運転技術を左右するのはメンタル面です。心
のゆとりこそ、安全運転に必要不可欠なもので、何か少
しでも気がかりなことがあると、余裕がなくなってどんど
ん気持ちが焦り、普段はできている確認を怠ったり、些
細なことに苛立って車間距離を詰めたりしてしまいます。
運転の質は、ドライバーの心ひとつで変わるので、ドラ
イバーの気がかりなことを聞き取ったり、解決したりする
ことが私の役目だと思っています」（村西社長）

　「ちょっとした心配ごとから、『これからもっと女性ドラ
イバーを増やしてほしい』といった要望まで、社長には
何かあったらすぐにメールをしたり、会った時に話しかけ
たりして、話を聞いてもらっています」（川合さん）

　入社から 3 年が経過し、今や大型トラックドライバー兼
リフトオペレーターとして信頼の厚い存在にまで成長した
川合さんのことを、今も気にかけている人がいる。

　「土木会社の社長は、会うたびに『俺が焼鳥屋で才
能を見抜いてスカウトした川合さんは元気か。お前に川
合さんを育てられるのか』と“古参アピール”と嫉妬心
を交えて話しかけてくるので、『元気だよ。当社に入って
くれたおかげで、川合さんはお前の会社にいた時よりも
さらにレベルが上がっている』と返し、どちらが川合さ
んの成長に寄与しているかを張り合っています」（村西
社長）

　「さらにレベルを上げるために、近い将来、けん引の
免許を取得してトレーラードライバーになり、ずっと現場
の最前線で働き続けたいと思っています。ですから、社
長が私のために地場のトレーラーの仕事をとってきてく
れると、とてもうれしいです」（川合さん）

　「承りました（笑）。川合さんのために、地場のトレー
ラー輸送の仕事がみつかるよう頑張ります」（村西社長）

大和トランスポート株式会社
［代表取締役社長　村西　孝介］

本社所在地	 富山県小矢部市赤倉 169
資本金	 2,000 万円
設　立	 昭和 57 年 10月
従業員数	 80 人（ドライバー62 人、うち女性 5人）
車両数	 75 台

解説 　自動倉庫とオペレーション業務

　同社の自動倉庫
（写真Ⓐ）は、地
元の各種自動化機
械設計・製作メー
カーである「株式
会社小矢部精機」
（藤田淳二代表取
締役社長）の協力
を得て、令和 6年に完成。ラックに載せた重量１トンのフレ
コンバッグを、コンベアを使用して格納する。
　格納の際は、パネルを操作（写真Ⓑ）してx軸・y軸の

位置を調整・指定
すると、指定位置
に自動で運ばれてい
くしくみ。各商品の
入荷日なども登録さ
れているため、先
入先出方式で出荷
される。

村西　孝介
代表取締役社長

村西社長㊧と川合さん㊨

大型車と川合さん。サクラ倉庫にて

　連載第 48 回目となる今回
取り上げるのは、「10トン車
ドライバー＋フォークリフトオペ
レーター」　の川合葉月さん
（大和トランスポート㈱・富
山県）です。

第48回 「10トン車ドライバー＋フォークリフトオペレーター」　川合葉月さん（大和トランスポート㈱／富山県）
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法令　　  クイズ
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 〜一時停止編〜
 【解 答】2面に問題

❶ ○（道路交通法第17条第1項・第
2項）車両は、歩道等に入る直前で
一時停止し、かつ、歩行者の通行を
妨げないようにしなければならない
と定められており、歩行者がいない
場合には一時停止する必要はないと
いう但書等はないので、歩行者がい
ない場合でも一時停止する必要があ
る。
❷ ○（道路交通法第38条第2項）交
通整理の行われていない横断歩道等
またはその手前の直前で停止してい
る車両等がある場合は、停止している
車両等の側方を通過してその前方に
出ようとするときは、その前方に出る
前に一時停止しなければならない。
❸ ○（道路交通法第43条）車両等は、
交通整理が行なわれていない交差点

又はその手前の直近において、道路
標識等により一時停止すべきことが
指定されているときは、道路標識等に
よる停止線の直前（道路標識等によ
る停止線が設けられていない場合に
あっては、交差点の直前）で一時停
止しなければならない。
❹ ×（道路交通法第71条第2号の3）
児童、幼児等の乗降のため停車して
いる通学通園バスの側方を通過する
ときは、徐行して安全を確認すると定
められており、一時停止までは義務付
けられていない。
❺ ×（道路交通法施行令第2条第1
項）赤色の点滅信号の場合、車両等
は一時停止しなければならないが、歩
行者等は他の交通に注意して進行す
ることができる。

危険予知訓練（KYT）シートの解説
▶交通事故防止編
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どのような危険がありますか？

どのような運転をすれば危険を避け
ることができますか？

①この場面では、まず手を振っている子どもに注目する
必要があります。手を振っている方向の先には友だち
が見えます。子どもは、興味のひかれるものがあると、
周囲の安全を確認せずに飛び出してくる特性があり
ます。漫然と走行していると、子どもの飛出しに対応で
きず、衝突する危険があります。子どもが手を振ってい
るなど誰かを呼びかけているようなしぐさを見つけた
時は、すぐ近くに友だちがおり、飛び出してくることを
予測して、周囲の状況をしっかり確認するとともに、ス
ピードを落としましょう。夏休み中は特に注意してくだ
さい。

②駐車している車両は死角をつくることから、漫然と通
過しようとすると、車の死角から道路を横断してきた
歩行者と衝突する危険があります。生活道路で駐車し
ている車を見つけた時には、車の死角からの歩行者
を予測して、安全確認をしっかり行うことを徹底してく
ださい。

③前方の子どもや駐車車両を通過しても、油断は禁物で
す。住宅の駐車場から車が発進してくることが考えら
れるからです。一般ドライバーは「トラックドライバー
なら譲ってくれるだろう」と考えて発進するケースもあ
ります。駐車場から車が発進しそうな場合は、一時停
止して道を譲りましょう。また、９月１日から生活道路

①手を振っている子どもに向かって駆け出して
きた子どもと衝突する危険があります（図１）。
②駐車車両の死角（陰）から出てきた歩行者と
衝突する危険があります（図2）。
③駐車場から発進してきた車と衝突する危険が
あります（図3）。

　あなたは、夏休み中の中央線のない
生活道路を走行しています。右前方の
アパートのそばには手を振っている子
どもがいます。この場面にはどのような
危険がありますか。また、危険を避ける
ためにはどのような運転をすればよい
でしょうか。考えてみましょう。

図１

図２

図３

（主に地域住民の日常生活に利用されるような、
中央線などがない道路）での法定速度が時速
30キロに引き下げられます。法令遵守はもちろ
ん、安全速度での運転を徹底してください。
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職
場
に
お
け
る
カ
ス
ハ
ラ

と
は
︑
職
場
に
お
い
て
行
わ

れ
る
︑

①
顧
客
等
の
言
動
で
あ
っ
て
︑

　

事
業
主
は
︑
次
の
措
置
を

必
ず
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
（
傍
線
部
は
︑
他
の
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
で
講
ず
べ
き
措
置

と
は
異
な
る
内
容
）︒

◆�
事
業
主
の
方
針
等
の
明
確

化
お
よ
び
そ
の
周
知
・
啓

発
① 

カ
ス
ハ
ラ
に
は
毅
然
と
し

た
態
度
で
対
応
し
︑
労
働

者
を
保
護
す
る
旨
の
方
針

を
明
確
化
し
︑
労
働
者
に

周
知
・
啓
発
す
る

② 

カ
ス
ハ
ラ
の
内
容
お
よ
び

あ
ら
か
じ
め
定
め
た
対
処

の
内
容
※

を
︑
労
働
者
に

周
知
す
る

※ 

管
理
監
督
者
に
そ
の
場
の

対
応
の
方
針
に
つ
い
て
指

示
を
仰
ぐ
︑
可
能
な
限
り

労
働
者
を
一
人
で
対
応
さ

せ
な
い
︑
犯
罪
に
該
当
し

う
る
言
動
は
警
察
へ
通
報

す
る
︑
本
社
・
本
部
等
へ

情
報
共
有
を
行
い
指
示
を

仰
ぐ　

な
ど

◆
相
談
体
制
の
整
備

③ 

相
談
窓
口
を
あ
ら
か
じ
め

定
め
︑労
働
者
に
周
知
す
る

④ 

相
談
窓
口
担
当
者
が
︑
適

切
に
対
応
で
き
る
よ
う
に

す
る

◆�

事
後
の
迅
速
か
つ
適
切
な

対
応

⑤ 

事
実
関
係
を
迅
速
か
つ
正

確
に
確
認
す
る

⑥ 

被
害
者
に
対
す
る
配
慮
の

た
め
の
措
置
を
適
正
に
行

う
⑦ 

再
発
防
止
に
向
け
た
措
置

を
講
ず
る

◆�

対
応
の
実
効
性
を
確
保
す

る
た
め
に
必
要
な
カ
ス
ハ
ラ

の
抑
止
の
た
め
の
措
置

⑧ 

特
に
悪
質
と
考
え
ら
れ
る

カ
ス
ハ
ラ
へ
の
対
処
の
方

針
を
あ
ら
か
じ
め
定
め
︑

労
働
者
に
周
知
し
︑
当
該

対
処
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
体
制
を
整
備
す
る

◆�

そ
の
ほ
か
併
せ
て
講
ず
べ

き
措
置

⑨ 

相
談
者
等
の
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
を
保
護
す
る
た
め
に
必

②
そ
の
雇
用
す
る
労
働
者
が

従
事
す
る
業
務
の
性
質
そ
の

他
の
事
情
に
照
ら
し

て
社
会
通
念
上
許
さ

れ
る
範
囲
を
超
え
た

も
の
に
よ
り
︑

③
労
働
者
の
就
業
環

境
が
害
さ
れ
る
も
の

︱
︱
で
あ
り
︑
①
~

③
の
要
素
を
全
て
満

た
す
も
の
を
い
う

（
電
話
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等

の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
に
お
い
て
行
わ
れ

る
も
の
も
含
ま
れ

る
）︒

　

図
で
は
︑
社
会
通

念
上
許
容
さ
れ
る
範

囲
を
超
え
た
言
動
の

例
を
紹
介
し
て
い
る
︒

要
な
措
置
を
講
じ
︑
労
働

者
に
周
知
す
る

⑩ 

相
談
し
た
こ
と
等
を
理
由

と
し
て
不
利
益
な
取
り
扱
い

を
さ
れ
な
い
旨
を
定
め
︑
労

働
者
に
周
知
・
啓
発
す
る

◇ 

対
策
を
講
ず
る
際
に
は
︑

消
費
者
の
権
利
や
︑
障
害

者
差
別
解
消
法
に
お
け

る
︑
障
害
を
理
由
と
す
る

不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い

の
禁
止
や
合
理
的
配
慮
の

提
供
義
務
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
る

　

 

そ
の
他
︑
自
社
の
労
働
者

が
取
引
先
等
の
他
社
の
労

働
者
に
対
し
て
カ
ス
ハ
ラ

を
行
っ
た
場
合
︑
そ
の
取

引
先
等
の
事
業
主
か
ら
事

実
確
認
等
の
措
置
の
実
施

に
対
し
て
必
要
な
協
力
を

求
め
ら
れ
た
際
は
︑
こ
れ

に
応
じ
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

令
和
令
和
88
年年
1010
月月
11
日
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
が
強
化
さ
れ
ま
す
！

日
か
ら
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
が
強
化
さ
れ
ま
す
！

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
止
す
る
た
め

事
業
主
に
雇
用
管
理
上
必
要
な
措
置
を
義
務
付
け

「改正労働施策総合推進法等説明会」を全国で開催します
　厚生労働省では、令和 8年 10月1日から義務化される「カスタマーハラスメント対策」、「求
職者等に対するセクシュアルハラスメント対策」を紹介する「改正労働施策総合推進法等説明会」
を全国の労働局で順次開催しています。

・日時　各労働局にて順次開催
・場所　各労働局の開催場所にて開催
・内容　①カスタマーハラスメント対策について
　　　　②求職者等セクシュアルハラスメント対策について
・対象　企業の人事・労務担当者・経営者・管理職
・費用　無料

　日時や場所の詳細、申込等は、厚労省「あかるい職場応援団」（二次元コード）を参照。

カスハラ対応啓発動画・ポスターを作成しました
「トラック輸送を支えるトラックドライバー・従業員を守るために」
　全日本トラック協会では、「ドライバーの社会的評価の向上に係る検討委員会」の提言（令和 7年
6月）を受け、広報対策としてカスハラ対応に係る啓発動画（YouTubeで公開、本
編 17 分、ショート編 30 秒）と、ポスター（A1判）、チラシ（A4判）を作成しました。
　啓発動画・ポスターは、全ト協ホームページ（二次元コード）から視聴・ダウンロー
ドできます。

図　社会通念上許容される範囲を超えた言動の例

また

また

厚　労　省　

職
場
に
お
け
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
（
カ
ス
ハ
ラ
）
や
︑
求
職
者
等
へ
の

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
セ
ク
ハ

ラ
）
等
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
な
い
職
場
づ

く
り
や
︑
女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活

躍
に
関
す
る
取
り
組
み
の
推
進
を
図
る
た

め
︑
改
正
﹁
労
働
施
策
総
合
推
進
法
﹂
が

令
和
８
年
10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
す
︒

　

こ
こ
で
は
︑
10
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
強
化
に
つ
い
て
︑
２

回
に
わ
た
り
紹
介
し
ま
す
︒
今
回
は
︑﹁
カ

ス
ハ
ラ
対
策
の
義
務
化
﹂
に
つ
い
て
説
明

し
ま
す
︒

　

な
お
︑
詳
細
は
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
﹁
２
０

２
６
年
（
令
和
８
年
）
10
月
１
日
か
ら
︑

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
︑
求
職

者
等
に
対
す
る
セ
ク
シ
ュ

ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対

策
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

！
﹂（
二
次
元
コ
ー
ド
）

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
︒

社
会
通
念
上
許
容
さ
れ
る
範
囲
を
超
え
た

顧
客
等
の
言
動
・
手
段
・
態
様
が
該
当

1 

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
カ
ス
ハ
ラ
）
と
は
？

カ
ス
ハ
ラ
に
は
毅
然
と
し
た
態
度
で
対
応
し

労
働
者
を
保
護
す
る
た
め
の
対
策
を
講
じ
る

2 

カ
ス
ハ
ラ
の
防
止
の
た
め
に
講
ず
べ
き
措
置

厚労省

全ト協
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※講習会は、エコモ財団の担当者がグリーン経営について説明します。既に認証登録をされている事業者の皆様の参加も可能です。

「認証基準」、「取組事例」など 詳細は

（略称：エコモ財団）

東京都文京区後楽１丁目４番14号 後楽森ビル 10階〒112-0004
https://www.ecomo.or.jp☎03-5844-6276グリーン経営業務室

グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/グリーン経営ホームページ　https://www.green-m.jp/
で 検 索グリーン経営

認証取得後8トン以上のトラックで2.9％の燃費向上、車両故障件数20.8％減少。
交通事故発生件数25.9％減少など（グリーン経営認証取得による効果・2024年版より）環境改善にとどまらない効果。

グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！グリーン経営認証で環境にやさしい取組を！

認
証
取
得
に
向
け
た

講
習
会
の
ご
案
内

日　時 会　場 主催 問合せ先対象業種

エコモ財団
グリーン経営講習会係
☎03-5844-6276
※ガイダンスの2番を
押してください

北海道運輸局―11月下旬（予定）

トラック、バス、タクシー

関東運輸局9月11日（金） 13：30～15：30

10：00～12：00

13：30～15：30

トラック
バス、タクシー

一般社団法人　茨城県トラック協会
茨城県トラック総合会館　研修室３
茨城県水戸市見川町 2440-1

関東運輸局

倉庫、港湾運送
旅客船、内航海運事業

トラック、バス、タクシー

倉庫、港湾運送
旅客船、内航海運事業

AP西新宿　L+Mルーム（6階）
東京都新宿区西新宿 7-2-4　新宿喜楓ビル

倉庫、港湾運送
旅客船、内航海運事業 13:30～15:309月3日（木）

オンライン

オンライン

沖縄総合事務局9月25日（金）

おかげさまで41周年

Anniversary41th

2026・8・1

▼
四
季
や
昼
夜
を
問
わ
ず
刻
々
と
そ

の
姿
を
変
え
る
砂
丘
は
︑
ま
る
で
人

間
の
一
生
を
瞬
時
に
描
い
て
い
る
か

の
よ
う
で
す
︒
砂
丘
と
は
︑
鉱
物
や

岩
石
の
粒
が
川
か
ら
海
へ
流
さ
れ
︑

海
流
に
よ
っ
て
砂
浜
に
戻
さ
れ
︑
さ

ら
に
強
い
風
に
よ
っ
て
堆
積
さ
れ
た

神
秘
の
砂
山
で
す
︒
日
本
一
の
砂
丘

は
青
森
県
東
通
村
に
あ
る
﹁
猿
ケ
森

砂
丘
﹂
で
︑
鳥
取
砂
丘
の
約
30
倍
の

面
積
を
誇
り
ま
す
が
︑
大
部
分
が
防

衛
装
備
庁
の
施
設
で
あ
る
た
め
︑
残

念
な
が
ら
一
般
人
の
立
入
は
で
き
ま

せ
ん
︒
▼
や
は
り
砂
丘
と
言
え
ば
︑

鳥
取
砂
丘
が
夙
に
有
名
で
す
︒
山
陰

を
旅
し
た
際
︑
鳥
取
砂
丘
に
立
ち
寄

り
︑
駱
駝
に
乗
る
﹁
ら
く
だ
ラ
イ
ド

体
験
﹂
を
し
ま
し
た
︒
こ
れ
ま
で
馬

や
象
に
乗
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
し
た

が
︑
駱
駝
は
初
め
て
の
経
験
で
し
た
︒

見
た
目
の
通
り
背
中
に
二
つ
の
大
き

な
こ
ぶ
が
あ
り
︑
身
体
は
ゴ
ツ
ゴ
ツ

し
て
い
て
︑
何
と
も
不
思
議
な
乗
り

心
地
で
し
た
︒
文
明
の
源
流
︑
遥
か

エ
ジ
プ
ト
・
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
砂
地
を

歩
い
て
い
る
か
の
よ
う
な
錯
覚
に
陥

り
ま
し
た
︒
わ
ず
か
10
分
弱
の
散
歩

で
し
た
が
︑
貴
重
な
体
験
で
し
た
︒

▼
砂
丘
の
頂
上
﹁
馬
の
背
﹂
か
ら
波

打
ち
際
ま
で
下
り
る
と
︑
流
木
の
小

枝
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
描
い
て
い
る
人

が
複
数
い
ま
し
た
︒
見
る
と
︑
カ
ッ

プ
ル
は
﹁
ｌ
ｏ
ｖ
ｅ
﹂︑
親
子
連
れ
は

﹁
ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｅ
﹂︒
す
る
と
︑
少
し
離

れ
た
と
こ
ろ
に
い
た
老
夫
婦
は
﹁
Ｉ

ｍ
ａ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
﹂
と
描
い
て
い
ま
し

た
︒
い
わ
ゆ
る
ビ
ー
ト
ル
ズ
世
代
な

の
で
し
ょ
う
か
︒
若
者
の
動
作
に
連

れ
ら
れ
て
︑
瞬
時
に
思
い
つ
い
た
ス

ペ
ル
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
︒
▼
砂

に
書
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
︑
時
に
人
生

の
羅
針
盤
と
な
り
ま
す
︒
詩
人
・
石

川
啄
木
の
歌
集
﹃
一
握
の
砂
﹄
に
は
︑

絶
望
感
の
中
で
訪
れ
た
海
辺
の
砂
浜

に
﹁
大
﹂
と
い
う
字
を
１
０
０
回
書

い
た
ら
︑
生
き
る
気
力
が
湧
い
て
き

た
と
い
う
短
歌
が
あ
り
ま
す
︒
果
て

し
な
く
続
く
大
海
原
を
前
に
す
れ

ば
︑
些
細
な
出
来
事
な
ど
空
虚
に
感

じ
ら
れ
た
に
相
違
あ
り
ま
せ
ん
︒
手

に
す
く
い
上
げ
た
一
握
の
砂
は
風
に

流
さ
れ
︑
決
し
て
同
じ
場
所
に
留
ま

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
︒
▼
想
い
を

伝
え
る
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
海
辺
の
砂
浜
に
書
き
残
し
て
い

き
た
い
も
の
で
す
︒
そ
の
代
弁
者
と

し
て
︑
中
国
の
あ
る
男
性
は
世
界
中

か
ら
依
頼
を
受
け
︑
海
辺
の
砂
浜
に

さ
ま
ざ
ま
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
い
て

動
画
で
配
信
し
︑
生
活
の
糧
に
し
て

い
ま
す
︒
相
手
に
伝
え
た
い
熱
い
想

い
を
汲
み
取
り
︑
デ
フ
ォ
ル
メ
化
さ

れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
好
評
を
博
し
︑

彼
は
毎
日
８
時
間
︑
砂
浜
と
格
闘
し

て
い
ま
す
︒
依
頼
が
引
き
も
切
ら
な

い
と
は
︑
現
代
の
Ｉ
Ｔ
に
依
存
す
る

生
活
と
は
真
逆
の
行
為
で
︑
何
と
も

微
笑
ま
し
い
限
り
で
す
︒
誰
か
に
熱

い
想
い
を
︑
意
中
の
人
に
秘
め
た
る

想
い
を
伝
え
る
砂
浜
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
描
く
時
︑
人
は
誰
も
が
詩
人
に
な

れ
る
瞬
間
で
す
︒ 

（
山
崎　

薫
）
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事
業
継
続
力
強
化
計
画
認

定
制
度
は
︑
中
小
企
業
者
等

が
策
定
し
た
防
災
・
減
災
の

事
前
対
策
に
関
す
る
計
画

を
︑
経
済
産
業
大
臣
が
﹁
事

業
継
続
力
強
化
計
画
﹂
と
し

て
認
定
す
る
制
度
で
あ
る
︒

　

認
定
を
受
け
た
事
業
者

は
︑
税
制
措
置
（
別
掲
）
や

金
融
支
援
︑
補
助
金
加
点
等

の
支
援
策
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
（
図
１
）︒

　

事
業
継
続
力
強
化
計
画
に

は
︑
１
社
で
計
画
を
作
成
す

　

策
定
に
向
け
て
は
︑
主
に

次
の
５
つ
の
ス
テ
ッ
プ
を
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
︒

①
計
画
策
定
の
目
的

　

事
業
継
続
力
の
強
化
を
図

る
上
で
︑
個
別
事
業
者
で
は

対
応
が
難
し
い
︑
ま
た
は
非

効
率
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
︑

複
数
の
事
業
者
が
連
携
す
る

こ
と
で
大
き
な
成
果
に
繋
が

る
場
合
も
あ
る
︒

　

連
携
型
の
特
徴
は
︑
図
４

の
通
り
︒

　

ま
ず
は
連
携
事
業
者
同
士

で
︑
事
業
継
続
力
強
化
の
取

り
組
み
の
目
的
（
例
え
ば
︑

﹁
供
給
責
任
を
果
た
す
﹂︑

﹁
地
域
社
会
の
安
全
確
保
﹂︑

﹁
災
害
協
定
の
締
結
に
よ
る

災
害
ダ
メ
ー
ジ
の
軽
減
﹂等
）

に
つ
い
て
考
え
る
必
要
が
あ

る
︒

②
災
害
等
の
リ
ス
ク
確
認
・

影
響
想
定

　

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
を
活

用
し
な
が
ら
︑
事
業
を
行
っ

て
い
る
拠
点
に
お
け
る
災
害

等
の
リ
ス
ク
の
確
認
︑
被
害

想
定
を
行
う
︒
そ
し
て
︑
被

害
想
定
を
基
に
︑﹁
ヒ
ト
（
人

る
﹁
単
独
型
﹂
と
︑
複
数
の

企
業
が
連
携
し
て
策
定
す
る

﹁
連
携
型
﹂が
あ
る（
図
２
）︒

連
携
モ
デ
ル
の
類
型
と
し
て

は
︑
図
３
で
示
し
た
よ
う
な

パ
タ
ー
ン
が
あ
る
︒

員
）﹂︑﹁
モ
ノ
（
建
物
・
設

備
・
イ
ン
フ
ラ
）﹂︑﹁
カ
ネ

（
リ
ス
ク
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
）﹂︑

﹁
情
報
﹂
の
４
つ
の
切
り
口

か
ら
︑
自
社
や
連
携
事
業
者

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
生
じ

る
か
考
え
る
︒

　

ま
た
︑
連
携
事
業
者
の
中

で
既
に
被
害
想
定
を
検
討
し

て
い
る
事
業
者
が
存
在
す
る

場
合
は
︑
そ
の
結
果
を
共
有

し
な
が
ら
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
︑
よ
り
精
度
の
高
い
想
定

が
可
能
と
な
る
︒

③
発
災
時
の
初
動
対
応
の
内

容
・
手
順

　

災
害
等
が
発
生
し
た
直
後

の
初
動
対
応
を
検
討
す
る
︒

連
携
事
業
継
続
力
強
化
計
画

に
お
い
て
︑
災
害
等
が
発
生

し
た
場
合
は
︑
各
事
業
者
に

お
い
て
次
の
取
り
組
み
が
求

め
ら
れ
る
︒

♦
人
命
の
安
全
確
保

♦
非
常
時
の
緊
急
時
体
制
の

構
築

♦
被
害
状
況
の
把
握
・
被
害

情
報
の
共
有

　

ま
た
︑
各
事
業
者
の
取
り

組
み
に
加
え
︑
連
携
事
業
者

間
に
お
い
て
は
︑﹁
指
揮
命

令
体
制
の
整
備
﹂︑﹁
被
害
状

況
の
集
約
と
情
報
発
信
﹂
に

つ
い
て
も
検
討
を
行
う
必
要

が
あ
る
︒

④
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
カ
ネ
、
情

報
へ
の
事
前
対
策
・
事
後
対

応
　

②
で
検
討
し
た
ヒ
ト
︑
モ

ノ
︑
カ
ネ
︑
情
報
へ
の
影
響

を
踏
ま
え
︑
連
携
事
業
継
続

力
強
化
計
画
で
は
連
携
事
業

者
間
で
災
害
等
に
備
え
︑
事

前
に
ど
の
よ
う
な
対
策
を
実

行
す
る
こ
と
が
適
当
か
検
討

す
る
と
と
も
に
︑
発
災
後
に

ど
の
よ
う
な
対
応
を
行
う
か

も
合
わ
せ
て
考
え
る
︒

　

例
え
ば
︑
次
の
よ
う
な
対

策
や
対
応
が
考
え
ら
れ
る
︒

︻
事
前
対
策
︼

1 

連
携
型
「
事
業
継
続
力
強
化
計
画
」
と
は
？

複
数
の
企
業
が
連
携
し
て
策
定
す
る

複
数
の
企
業
が
連
携
し
て
策
定
す
る

防
災
・
減
災
の
た
め
の
事
前
対
策

防
災
・
減
災
の
た
め
の
事
前
対
策

2 

計
画
策
定
に
向
け
た
５
つ
の
ス
テ
ッ
プ

計
画
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に

計
画
の
実
効
性
を
高
め
る
た
め
に

大
切
な
の
は
「
事
業
者
間
の
協
力
体
制
」

大
切
な
の
は
「
事
業
者
間
の
協
力
体
制
」

3 

計
画
の
申
請
に
向
け
て

中
小
企
業
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は

中
小
企
業
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で
は

策
定
に
向
け
た
支
援
情
報
を
紹
介

策
定
に
向
け
た
支
援
情
報
を
紹
介

・
団
体
保
険
︑
共
済
な
ど
へ

加
入
す
る

・
共
同
で
自
家
発
電
設
備
や

重
要
情
報
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

サ
ー
バ
ー
を
設
置
す
る

︻
事
後
対
応
︼

・
被
害
の
な
か
っ
た
事
業
者

か
ら
人
員
を
派
遣
す
る

・
被
害
の
な
か
っ
た
事
業
者

で
代
替
生
産
を
行
う

⑤
平
時
の
推
進
体
制
、
訓
練

・
見
直
し
方
法

　

事
業
継
続
力
の
強
化
は
計

画
す
る
だ
け
で
な
く
︑
平
時

の
取
り
組
み
（
訓
練
）
や
計

画
の
見
直
し
が
非
常
に
大
切

で
あ
る
︒
平
時
か
ら
定
期
的

に
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と

で
︑
計
画
の
効
果
や
課
題
の

理
解
に
繋
が
り
︑
よ
り
実
効

性
の
高
い
計
画
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
︒

　

連
携
型
計
画
に
お
い
て

は
︑
計
画
の
実
行
を
取
り
ま

と
め
る
事
務
局
を
設
置
し
︑

定
期
的
な
会
合
の
開
催
や
︑

連
携
事
業
者
全
体
で
の
計
画

の
見
直
し
が
有
効
と
な
る
︒

　

訓
練
や
見
直
し
を
行
う
際

は
︑
次
の
点
に
留
意
す
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
︒

♦
経
営
層
・
事
務
局
の
指
揮

の
下
︑
策
定
し
た
計
画
の
内

容
を
実
行
す
る
こ
と
（
平
時

の
推
進
体
制
に
経
営
陣
が
関

与
す
る
こ
と
）

♦
年
に
１
回
以
上
の
訓
練
・

教
育
を
実
施
す
る
こ
と
（
従

業
員
へ
の
普
及
）

♦
計
画
の
見
直
し
を
実
施
す

る
こ
と
（
訓
練
に
よ
る
計
画

の
効
果
や
課
題
を
整
理
）

で
は
︑
同
制
度
の
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
﹁
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
じ
め
の

一
歩　

事
業
継
続
力
強
化
計

画
を
つ
く
ろ
う
！
﹂（
二
次
元

コ
ー
ド
③
）
を
開
設
し
て
い

る
︒
同
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
で

は
︑
動
画
や
コ
ラ
ム
を
交
え

た
制
度
の
説
明
や
︑
実
際
の

企
業
に
お
け
る
策
定
事
例
︑

中
小
機
構
が
実
施
す
る
セ
ミ

ナ
ー
や
専
門
家
派
遣
に
よ
る

策
定
支
援
な
ど
︑
様
々
な
事

業
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
︒

　

中
企
庁
で
は
︑
事
業
継
続

力
強
化
計
画
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

（
二
次
元
コ
ー
ド
②
）
を
開

設
し
て
い
る
︒
同
サ
イ
ト
に

は
︑
制
度
の
概
要
や
計
画
策

定
の
手
引
き
な
ど
が
掲
載
さ

れ
て
い
る
ほ
か
︑
計
画
の
申

請
手
続
き
を
行
う
こ
と
の
で

き
る
﹁
事
業
継
続
力
強
化
計

画
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
﹂
へ

の
リ
ン
ク
が
設
け
ら
れ
て
い

る
︒

　

ま
た
︑（
独
）
中
小
企
業

基
盤
整
備
機
構（
中
小
機
構
）

　
﹁
事
業
継
続
力
強
化
計
画
﹂
は
︑
自
然
災
害
や
サ
イ
バ
ー

攻
撃
︑
感
染
症
な
ど
︑
中
小
企
業
が
自
社
を
取
り
巻
く
リ
ス

ク
を
認
識
し
︑
防
災
・
減
災
の
た
め
の
取
り
組
み
内
容
を
取

り
ま
と
め
た
も
の
で
︑
同
計
画
に
つ
い
て
国
の
認
定
を
受
け

た
企
業
は
︑
様
々
な
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒

　

こ
こ
で
は
︑
８
月
30
日
〜
９
月
５
日
の
﹁
防
災
週
間
﹂
を

前
に
取
り
組
む
べ
き
連
携
型
﹁
事
業
継
続

力
強
化
計
画
﹂
の
策
定
に
つ
い
て
︑
中
小

企
業
庁
﹁
連
携
事
業
継
続
力
強
化
計
画
策

定
の
手
引
き
﹂（
二
次
元
コ
ー
ド
①
）
を

も
と
に
紹
介
し
ま
す
︒

図４　連携型「事業継続力強化計画」の特徴
①�災害等発生時に自社のリソースだけでは早期復旧が困難な場合があるが、連
携事業者の協力を得ることで早期復旧が可能となる
（�例えば、事業所内に流入した土砂の撤去作業を、連携事業者の協力を得な
がら行う）

②集団で取り組むことにより、発信力・交渉力などが強化される
③�被害を受けなかった事業者と協力関係を構築していることで、代替生産や復旧
に向けた人員応援が可能となる

二次元コード①

二次元コード②
中企庁「事業継続力
強化計画Webサイト」

二次元コード③
中小機構「BCPはじめ
の一歩　事業継続力
強化計画をつくろう！」

事業継続力強化計画認定事業者の設備導入に対し「特別償却 16％」を適用
中小企業庁「中小企業防災・減災投資促進税制」

二次元コード④
「中小企業防災・減災
投資促進税制の運用
に係る実施要領」

　中小企業防災・減災投資促
進税制は、令和９年３月31日
までの間に事業継続力強化計画
（単独型・連携型）の認定を
受けた事業者が、認定を受け
た日から1年以内に、計画に
記載した対象設備の導入を行
った場合に、特別償却16％の
税制措置を受けることができる

制度である。
　対象者、
支援措置、
対 象 設 備
は、別掲の
通り。
　なお、同税制の詳細については、「中小企業防災・減災投資促進税制（特定事業継続力強化設
備等の特別償却制度）の運用に係る実施要領」（二次元コード④）を参照。

図１

図３

図２

８月30日～９月５日は「防災週間」 連携型「事業継続力強化計画」を策定しましょう連携型「事業継続力強化計画」を策定しましょう

「災害に強い企業づくり」へ  企業連携で防災力を高める
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　藤尾　秀樹　ラニイ福井貨物㈱  代表取締役社長
専務理事　齊藤　誠一郎

会 長
　森山　慶一
　　㈱共同物流サービス
　　　　代表取締役会長

副会長
　乳井　敏幸　㈱蓬田運送　　　代表取締役
　飯田　貴康　㈲大勝運輸　　　代表取締役
　岡田　寛紀　㈱みどり　　　　代表取締役
　東條　一彦　㈱マルイチ運送　代表取締役
　舘　　　進　㈱東通運輸　　　代表取締役
専務理事　古川　朋弘

会 長
　佐藤　信成
　　丸ヵ運送㈱
　　　代表取締役会長

副会長
　蓬田　隆信　福島倉庫㈱　　　代表取締役社長
　小野田弘明　郡山運送㈱　　　代表取締役社長
　橋本　一美　㈲ハシコー梱包運輸
　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役
　細谷　博之　会津本郷貨物運送㈱
　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役
　遠藤　秀弥　中村貨物運送㈱　代表取締役
　松尾　活秀　三つ山運送㈱　　代表取締役
専務理事　田母神　正広
常務理事　清野　　隆

会 長
　池田　和彦
　　㈱池田自動車運輸
　　　　　代表取締役

副会長
　大里　忠弘　 銚子通運㈱　　　 代表取締役
　齋藤　政雄　 ㈱太平洋エクスプレス
　　　　　　　　　　　　　 　　 代表取締役
　岡野　哲也　 常南通運㈱　　　 代表取締役社長
　水野　浩利　 水野運輸㈱　　　 代表取締役
　木村　　琢　 ケミカルトランスポート㈱　
　　 　　　　　　　　　　　　　 代表取締役
　石川夕伎夫　 安房運輸㈱　　　 代表取締役会長
　今井　利彦　 南総通運㈱　　　 代表取締役社長
専務理事　森　　亨

会 長
　上嶋　金司
　　アルプス運輸建設㈱
　　　　代表取締役社長

副会長
　松本　　清　長野運送㈱　 代表取締役社長
　中嶋　剛登　千曲運輸㈱　 代表取締役社長
　根矢　一義　日本通運㈱　 長野支店長
専務理事　高橋　昭司
常務理事　丸山　正彦

会 長
　佐野　　寛
　　㈱タカキュー
　　　代表取締役社長

副会長
　伊倉　昭次　㈱七栄　　　代表取締役会長
　松浦　　明　三笠運輸㈱　代表取締役会長
　大須賀秀徳　㈱ハマキョウレックス
　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長
　森下　一哉　鈴与自動車運送㈱
　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長
専務理事　筒井　　浩
常務理事　小林　一仁

会 長
　黒澤　　信
　　大昭運輸㈱
　　　代表取締役会長

副会長
　藤原　修一　二葉運送㈱　代表取締役社長
　佐々木久志　大信運送㈱　代表取締役社長
　三浦　　敏　城北運輸㈲　代表取締役社長
　海鋒　徹哉　白金運輸㈱　代表取締役社長
専務理事　亀田　公晴

会 長
　小倉　邦義
　　茨城流通サービス㈱
　　　　　　代表取締役

副会長
　小倉　重則　三共貨物自動車㈱　代表取締役
　塙　　正明　ハナワ物流㈱　　　代表取締役
　中野　勝義　ロジスティード東日本㈱
　　　　　　　　　　　取締役東日本地区本部長
　大塚　　博　㈱大塚運輸　　　　代表取締役
　小圷　正広　㈱藤井運送　　　　取締役会長
専務理事　齋藤　　隆
常務理事　鈴木　正計

会 長
　水野　　功
　　千代田運輸㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　原　　玲子　日本興運㈱　　 代表取締役社長
　鎮目　隆雄　㈱フコックス　 代表取締役社長
　森本　勝也　東亜物流㈱　　 代表取締役
　原島　藤壽　カンダコーポレーション㈱ 代表取締役社長
　鈴木　隆志　㈱日本カーゴエキスプレス 代表取締役社長
　大髙　一義　㈱オータカ　 　代表取締役
　菊池　正浩　㈲菊正自動車　 代表取締役
　三村偉一郎　㈱三村運送　　 代表取締役社長
　鳥ノ海　学　協同運輸㈱　　 代表取締役
　笠原　史久　㈱NTSロジ  　代表取締役社長
専務理事　山﨑　　正
常務理事　井上　　豪　　　森山　寛司

会 長
　髙田　和夫
　　トナミ運輸㈱
　　　　　取締役会長

副会長
　千田　　勲　富山県小型運輸㈱

代表取締役社長
　谷内田泰治　三進運送㈱　 会長
　伊藤　政博　㈱婦中運輸　 代表取締役社長
　萩原　信行　㈱スリーティ運輸

代表取締役社長
専務理事　中村　幸春

会 長
　青木　　均
　　東山物流㈱
　　　代表取締役会長

副会長
　鷹見　正彦　中京陸運㈱　　　  代表取締役会長
　加藤　正人　㈱竹豊物流　 　　 代表取締役社長
　大塚　康洋　㈱OTSUKA  　　 代表取締役社長
　山本　　敦　名海運輸作業㈱　  取締役会長
　髙山　智司　高山運輸㈱　 　　 代表取締役社長
　加藤　雅仁　ホイテクノ物流㈱  代表取締役社長
専務理事　中川　利光　　岡田　英雄
常務理事　河野　清仁　　甘田　豊樹

会 長
　庄子　清一
　　㈱庄子運送
　　　　　代表取締役

副会長
　千葉　孝男　古川貨物㈱　　代表取締役
　菊地　　徹　仙台運送㈱　　代表取締役
　平　　良夫　㈱平産業運輸　代表取締役
　臼井　真人　㈱臼眞倉庫　　代表取締役
　武山　孝好　㈲武山商運　　代表取締役
　針生謙一郎　東北自動車輸送㈱
　　　　　　　　　　　　　　代表取締役
専務理事　長南　　淳
常務理事　今川　　淳

会 長
　半田　臣一
　　㈱ウナン
　　　　代表取締役社長

副会長
　平賀　勝利　幸洋運輸㈱　　　代表取締役会長
　村田　正栄　㈲サカエ商事　　代表取締役
　望月　昭夫　望月運送㈱　　　代表取締役
　吉田　順一　ヨシダ運送㈱　　代表取締役
専務理事　近藤　基了

会 長
　東海林　憲彦
　　萬運輸㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　藤木　幸二　藤木陸運㈱　　　代表取締役
　髙橋　浩治　川崎運送㈱　　　代表取締役
　飯沼　健史　富国運輸㈱　　　代表取締役
　大竹　　浩　丸進興業運輸㈱　代表取締役
　金谷　智司　㈱金谷商運　　　代表取締役
　髙槗　英樹　サガミ急送㈱　　代表取締役
専務理事　永島　和弘
常務理事　寺崎　慎一
　　　　　会田　　修

会 長
　山田　秀一
　　北陸貨物運輸㈱
　　　　　取締役会長

副会長
　操川　一郎　城西運輸機工㈱　  代表取締役社長
　小前田　彰　小前田運輸㈱　　  取締役会長
　新出　　勝　㈱新出組　　　　  代表取締役
　吉田　修一　野々市運輸機工㈱  取締役会長
専務理事　端　　岩男

会 長
　加田　　潔
　　丸加運輸㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　天白　拓治　大王運輸㈱　代表取締役
　伊井　雅春　伊井運輸㈱　代表取締役
　山本　貞夫　三栄運輸㈱　取締役会長
専務理事　川方　　尚

（公社）（公社）北海道北海道トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（2,962 社・3月31日現在）
〒 064-0809　札幌市中央区南 9条西 1-1-10
011・531・2215　 011・521・5810

（公社）（公社）青森県青森県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（653社・4月1日現在）
〒 030-0111　青森市大字荒川字品川 111-3
017・729・2000　 017・729・2266

（公社）（公社）岩手県岩手県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（618社・3月31日現在）

〒 020-0891　紫波郡矢巾町流通センター南 2-9-1
019・637・2171　 019・638・5010

（公社）（公社）福島県福島県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（919社・3月31日現在）

〒 960-0231　福島市飯坂町平野字若狭小屋 32
024・558・7755　 024・558・7731

（一社）（一社）茨城県茨城県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（1,618 社・6月9日現在）
〒 310-0913　水戸市見川町 2440-1
029・303・6363　 029・243・5936

（公社）（公社）宮城県宮城県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（1,184 社・6月23日現在）
〒 984-0015　仙台市若林区卸町 5-8-3
022・238・2721　 022・238・4336

（一社）（一社）栃木県栃木県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（881社・7月10日現在）
〒 321-0169　宇都宮市八千代 1-5-12
028・658・2515　 028・658・6929

（一社）（一社）神奈川県神奈川県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（2,163 社・7月 17日現在）
〒 222-8510　横浜市港北区新横浜 2-11-1
045・471・5511　 045・471・9055

（一社）（一社）石川県石川県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（614社・7月1日現在）
〒 920-0226　金沢市粟崎町 4-84-10
076・239・2511　 076・239・2287

（公社）（公社）山形県山形県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（395社・6月1日現在）
〒 994-0075　天童市蔵増 1465-16
023・616・6135　 023・616・6138

（公社）（公社）秋田県秋田県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（401社・4月1日現在）
〒 011-0904　秋田市寺内蛭根 1-15-20
018・863・5331　 018・863・7354

（一社）（一社）群馬県群馬県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（977社・7月10日現在）
〒 379-2194　前橋市野中町 322-1
027・261・0244　 027・261・7576

（一社）（一社）埼玉県埼玉県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（2,475 社・6月16日現在）
〒 330-8506　さいたま市大宮区北袋町 1-299-3

048・645・2771　 048・644・8080

（一社）（一社）千葉県千葉県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（2,066 社・6月24日現在）
〒 261-0002　千葉市美浜区新港 212-10
043・247・1131　 043・246・7372

（一社）（一社）東京都東京都トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（3,001社、特別会員２団体・3月31日現在）

〒 160-0004　新宿区四谷 3-1-8
03・3359・6251　 03・3359・4695

（一社）（一社）富山県富山県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（597社・3月31日現在）
〒 939-2708　富山市婦中町島本郷 1-5
076・495・8800　 076・495・1600

（公社）（公社）新潟県新潟県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（814社・3月 31日現在）
〒 950-0965　新潟市中央区新光町 6-4
025・285・1717　 025・285・8455

（一社）（一社）山梨県山梨県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（345社・6月30日現在）
〒 406-0034　笛吹市石和町唐柏 1000-7
055・262・5561　 055・263・2036

（公社）（公社）長野県長野県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（598社・7月17日現在）
〒 381-8556　長野市南長池 710-3
026・254・5151　 026・254・5155

（一社）（一社）福井県福井県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（470社・6月22日現在）
〒 918-8115　福井市別所町 17-18-1
0776・34・1713　 0776・34・2136

（一社）（一社）岐阜県岐阜県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（983社・7月1日現在）
〒 501-6133　岐阜市日置江 2648-2
058・279・3771　 058・279・3773

（一社）（一社）静岡県静岡県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（1,395 社・5月29日現在）
〒 422-8510　静岡市駿河区池田 126-4
054・283・1910　 054・283・1917

（一社）（一社）愛知県愛知県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（2,725 社・6月16日現在）
〒 467-8555　名古屋市瑞穂区新開町 12-6
052・746・4861　 052・746・4860

（一社）（一社）三重県三重県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（1,047 社・7月17日現在）

〒 514-8515　津市栄町 1-941
059・227・6767　 059・225・2095
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会 長
　松田　直樹
　　㈱松田商事
　　　代表取締役会長

副会長
　山田　英樹　山田運送㈱　　　代表取締役社長
　丸山　義広　滋賀協同物流㈱　代表取締役社長
　西村　嘉次　びわ貨物運送㈱　代表取締役社長
　竹備　裕二　太陽運輸㈱　　　代表取締役社長
専務理事　石見　純一

会 長
　阪本　享三
　　㈱酒本運送
　　　代表取締役会長

副会長
　小浦　正臣　酸和運送㈱　 代表取締役社長
　榎本　智信　㈱請川運送　 代表取締役社長
　横山　郁芳　丸久運輸㈱　 取締役会長
　和田　耕司　㈱和田物流　 取締役会長
　石丸　生二　鴻池運輸㈱　 鉄鋼関西支店支店長
専務理事　和佐　純宏

会 長
　国広　和之
　　国広倉庫運輸㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　金子　正己　金子運送㈲　　　代表取締役社長
　大嶋　鉄雄　大嶋運輸機工㈱　専務取締役
　高瀬　稔彦　共進㈱　　　　　代表取締役社長
　笹尾　智光　日新運輸工業㈱   取締役
専務理事　毛利光　伸二

会 長
　二又　茂明
　　久留米運送㈱
　　　代表取締役CEO

副会長
　木村　正昭　㈱ケイ・エム運輸機工
　　　　　　　　　　　　　代表取締役会長
　仲　　聡陽　筑後運送㈱　代表取締役会長
　富永　泰輔　福岡運輸㈱　代表取締役社長
専務理事　石橋　浩祐

会 長
　牧田　信良
　　㈱マキタ運輸
　　　　　代表取締役

副会長
　増田　　哲　㈱高鍋運送　代表取締役
　和田　憲明　㈱トミシマ　代表取締役
　草水　裕之　草水運送㈱　代表取締役
　福田　　博　㈱ＦＫ物流　代表取締役
専務理事　大久津　浩
常務理事　水元　栄一郎

会 長
　塚本　哲夫
　　塚本運送㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　中　　秀夫　郡山運送㈱　代表取締役社長
　萩原　良介　㈱西和物流　代表取締役社長
　西川　直利　㈱運　　　　代表取締役社長
　吉岡　幹自　吉岡運送㈱　代表取締役社長
専務理事　中林　利光
常務理事　松村　久美子

会 長
　小丸　成洋
　　福山通運㈱
　　　代表取締役会長

副会長
　喜多村久至　丸加海陸運輸㈱　 代表取締役会長
　竹本　昭法　芸北急送㈱　　　 取締役会長
　迫　　慎二　㈱ネストロジスティクス
　　　　　　　　　　　　　　　 代表取締役会長
　一橋　昭慶　㈱岡明運送　　　 取締役会長
　牧尾　良二　志和貨物自動車㈱ 代表取締役会長
専務理事　若林　達美
常務理事　三宅　尊文

会 長
　森本　敬一
　　丸榮運輸㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　田中　克也　秦泉寺運送㈱　代表取締役会長
　桑名　周一　芸陽運送㈱　　代表取締役社長
　若藤　武士　若藤物流㈱　　代表取締役社長
　中沢　豊年　田中建設㈱　　代表取締役社長
　坂上　敬一　柴田運送㈱　　代表取締役社長
　中野　正高　㈲中野産業　　代表取締役社長
　中東　睦雄　㈱丸中運送　　代表取締役社長
　馬宮　一彦　㈱マミヤ　　　代表取締役社長
専務理事　西村　伸矢

会 長
　仲　　浩
　　㈱中津急行
　　　代表取締役社長

副会長
　村本　　茂　村本重機興㈲　　代表取締役社長
　石榑　誠二　鶴崎林商運輸㈱

代表取締役会長兼社長
　中野　健造　㈲中野高速運輸　代表取締役社長
　薬真寺朗彦　野津運送㈱　　　代表取締役社長
専務理事　島田　　忠
常務理事　益永　　浩

会 長
　平島　竜二
　　㈱岸貝物流
　　　代表取締役会長

副会長
　蒔田　良夫　㈱京三運輸　　　　代表取締役
　宮本　昌季　㈱エムズトランスポート
　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役
　藤木　哲也　㈲藤建　　　　　　代表取締役
　村尾　直則　舞鶴運輸㈱　　　　代表取締役
専務理事　森下　孝一
常務理事　山田　博之
　　　　　行本　浩二

会 長
　川上　和人
　　㈲川上運輸
　　　代表取締役会長

副会長
　涌本　知彦　因伯通運㈱　代表取締役社長
　菅埜　元晴　㈱小鴨　　　代表取締役会長
　國門　博史　日本通運㈱　山陰支店長
専務理事　山㟢　隆志

会 長
　湯浅　恭介
　　志満や運送㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　竹下　　歩　　NX徳通㈱　　代表取締役社長
　酒井　一誠　　誠徳運輸㈱　　代表取締役社長
　平野　賢一　　㈱セイワ運輸　代表取締役社長
専務理事　高林　　徹

会 長
　馬渡　雅敏
　　松浦通運㈱
　　　　取締役会長

副会長
　鳥屋　正人　㈱ロジコム　　　代表取締役社長
　愛野　辰昭　肥前通運㈱　　　代表取締役社長
　中山　博樹　㈱中山運輸　　　代表取締役社長
専務理事　石橋　憲茂

会 長
　鳥部　敏雄
　　セイコー運輸㈱
　　　　　代表取締役

副会長
　加納　潤一　㈱昭和貨物　　　代表取締役
　福永　寿一　㈲大姶良運送　　代表取締役
　岸田美津志　霧島運輸倉庫㈱　代表取締役
　松下　桂子　㈱松下運輸　　　代表取締役
　菊池　寅峰　出水運輸センター㈱
　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役
専務理事　中尾　洋一
常務理事　森　　竜也

会 長
　鴻池　忠彦
　　鴻池運輸㈱
　　　　代表取締役会長
　　　　　兼社長執行役員

副会長
　古谷　裕子　北港運輸㈱　　　 代表取締役社長
　髭　　幸治　センコー㈱　　 　常務執行役員
　谷　　康司　日隆運輸㈱　　　 代表取締役社長
　石原　　修　㈱つばめ急便　　 代表取締役社長
　坂中　良郎　エスエーロジテム㈱
　　　　　　　　　　　　　　　 代表取締役会長
　中島　仁志　ワールド運輸㈱　 代表取締役会長
　坂本　龍次　やまと運輸㈱　　 代表取締役社長
　福森　祟文　福泉運送㈲　　　 代表取締役
専務理事　岩井　勝彦
常務理事　和田　真由美　　上野　耕一郎

会 長
　永井　好輔
　　㈱永井運送
　　　　　　取締役会長

副会長
　細田　貴夫　出岡重量運輸㈱　  代表取締役社長
　江角　洋暢　出雲配送㈲　　　  代表取締役社長
　高光　　孝　岡山県貨物運送㈱  松江支店長
専務理事　山根　健治

会 長
　楠木　寿嗣
　　瀬戸内陸運㈱
　　　代表取締役社長

副会長
　松本　英高　㈱大運組　　　代表取締役社長
　尾崎　康宏　尾崎運送㈱　　代表取締役社長
　小河　幹生　小河運送㈱　　代表取締役社長
　米田　　均　マルト急配㈲　代表取締役
　立石　展章　㈲豊浜興業　　代表取締役
　宮本　昌尚　四国輸送㈱　　代表取締役
　大平　一德　㈱四国レッグズ代表取締役
専務理事　齋藤　文克
常務理事　藤内　和也

会 長
　馬場　邦彦
　　幸運トラック㈱
　　　代表取締役会長

副会長
　塚本　　敏　製缶陸運㈱　　　代表取締役
　永野　貞光　㈲有馬運送　　　取締役会長
　菅　　博子　㈱深町組　　　　代表取締役会長
専務理事　豊永　孝文
常務理事　山田　伸一

会 長
　新城　英一
　　 大成通運㈱
　　　　 代表取締役社長

副会長
　伊是名昇英　㈱嶋運送　　　　代表取締役会長
　新垣　正仙　㈱小禄運輸　　　代表取締役社長
　上原　勇人　沖縄西濃運輸㈱　会長
専務理事　野原　広邦
常務理事　仲村渠　邦男

会 長
　木南　一志
　　㈱新宮運送
　　　　　取締役

副会長
　藤原　康雄　明石運輸㈱　　　  代表取締役社長
　尾上　昌史　淡路共正陸運㈱　  代表取締役社長
　村上　　功　栄進急送㈱　　　  取締役会長
　山口　一幸　山口運送㈱　　　  代表取締役社長
　小西　　毅　西播通運㈱　　　  代表取締役社長
　吉田慎太郎　㈱ヨシダ商事運輸  代表取締役社長
専務理事　西川　孝秀
常務理事　福田　和雄

会 長
　原田　和充
　　岡山県貨物運送㈱
　　　　　取締役相談役

副会長
　藤森　元則　藤森運輸㈱　　　取締役会長
　横山　忠彦　横山商事㈱　　　代表取締役
　安東　忠徳　恭和運送㈱　　　代表取締役
　津田洋一朗　津田運輸㈱　　　代表取締役
　栢野　英二　竹井運送㈱　　　代表取締役
専務理事　宮長　勇作
常務理事　根木　　昭

会 長
　御手洗　安
　　㈱大西運送
　　　　代表取締役社長

副会長
　明星　　元　明星運輸㈱　　　 代表取締役会長
　西岡　　斉　トーヨー・ロジテック㈱
　　　　　　　　　　　　　　　 代表取締役社長
　門田　　大　四國陸運㈱　　　 代表取締役社長
　土居　大輔　伊豫貨物自動車㈱ 代表取締役社長
　石田　　稔　宇和島自動車運送㈱
　　　　　　　　　　　　　　　 代表取締役社長
専務理事　西原　直樹
常務理事　山田　圭一

会 長
　下川　公一郎
　　城東運輸倉庫㈱
　　　　代表取締役社長

副会長
　上田　裕子　㈱AZUMA　代表取締役社長
　富田　康方　㈱亀万運送　代表取締役社長
　田上　明仁　㈲青井運送　代表取締役社長
　永井　正人　㈱永井運送　代表取締役社長
専務理事　井上　　智
常務理事　松野　完治

会 長
　寺岡　洋一
　　由良陸運㈱
　　　　代表取締役会長

副会長
　小林　和男　　小丸　成洋　　馬渡　雅敏
　庄子　清一　　吉田　修一　　山口　嘉彦
　二又　茂明　　赤上　信弥　　御手洗　安
　楠木　寿嗣　　松橋　謙一　　水野　　功
　杉山　千尋　　平島　竜二　　青木　　均
　髙田　和夫　　松田　直樹

理事長　　重田　雅史
専務理事　山崎　　薫　　松崎　宏則
常務理事　山㟢　　寛

（一社）（一社）兵庫県兵庫県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（2,110 社・7月1日現在）
〒 657-0043　神戸市灘区大石東町 2-4-27
078・882・5556　 078・882・5565

（一社）（一社）岡山県岡山県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（1,244社・6月12日現在）
〒 700-8567　岡山市北区青江 1-22-33
086・234・8211　 086・234・5600

（一社）（一社）愛媛県愛媛県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（753 社・4月1日現在）
〒 791-1114　松山市井門町 1081-1
089・957・1069　 089・993・5501

（公社）（公社）熊本県熊本県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（757社・6月30日現在）
〒 862-0901　熊本市東区東町 4-6-2
096・369・3968　 096・369・1194

（公社）（公社）長崎県長崎県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（510社・6月30日現在）
〒 851-0131　長崎市松原町 2651-3
095・838・2281　 095・839・8508

（公社）（公社）佐賀県佐賀県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（528社・7月1日現在）
〒 849-0921　佐賀市高木瀬西 3-1-20
0952・30・3456　 0952・31・6441

（公社）（公社）福岡県福岡県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（2,350 社・6月14日現在）
〒 812-0013　福岡市博多区博多駅東 1-18-8
092・451・7878　 092・472・6439

（一社）（一社）高知県高知県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（400社、賛助会員 2社・4月１日現在）

〒 781-8016　高知市南ノ丸町 5-17
088・832・3499　 088・831・0630

（公社）（公社）大分県大分県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（519社・4月1日現在）
〒 870-0905　大分市向原西 1-1-27
097・558・6311　 097・552・1591

（一社）（一社）宮崎県宮崎県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（464社・4月1日現在）
〒 880-8519　宮崎市恒久 1-7-21

0985・53・6767　 0985・53・2285

（公社）（公社）鹿児島県鹿児島県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（828社・7月1日現在）
〒 890-0033　鹿児島市西別府町 2941-19
099・821・5851　 099・821・5852

（公社）（公社）沖縄県沖縄県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（628社・7月24日現在）

〒 900-0001　那覇市港町 2-5-23
098・863・0280　 098・863・3591

（一社）（一社）香川県香川県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（601 社・6月1日現在）
〒 760-0066　高松市福岡町 3-2-3
087・851・6381　 087・821・4974

（一社）（一社）徳島県徳島県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（319社・6月17日現在）
〒 770-0003　徳島市北田宮 2-14-50
088・632・8810　 088・632・4701

（一社）（一社）山口県山口県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（724社・7月1日現在）

〒 753-0812　山口市宝町 2-84
083・922・0978　 083・925・8070

（公社）（公社）広島県広島県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（1,738社・4月1日現在）
〒 732-0052　広島市東区光町 2-1-18
082・264・1501　 082・261・2496

（公社）（公社）島根県島根県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（423社・4月1日現在）
〒 690-0001　松江市東朝日町 194-1
0852・21・4272　 0852・22・4408

（公社）（公社）和歌山県和歌山県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（481 社・3月31日現在）

〒 640-8404　和歌山市湊 1414
073・422・6771　 073・422・6121

（一社）（一社）鳥取県鳥取県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（300社・7月1日現在）
〒 680-0006　鳥取市丸山町 219-1
0857・22・2694　 0857・27・7051

（一社）（一社）京都府京都府トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（1,100社・5月22日現在）
〒 612-8418　京都市伏見区竹田向代町 48-3
075・671・3175　 075・661・0062

（一社）（一社）滋賀県滋賀県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（678社・4月1日現在）
〒 524-0104　守山市木浜町 2298-4
077・585・8080　 077・585・8015

（一社）（一社）大阪府大阪府トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（3,512 社・3月31日現在）
〒 536-0014　大阪市城東区鴫野西 2-11-2
06・6965・4000　 06・6965・4019

（公社）（公社）奈良県奈良県トラック協会トラック協会
▽会員事業者数（517社・5月31日現在）
〒 639-1037　大和郡山市額田部北町 981- 6
0743・23・1200　 0743・23・1212

（公社）（公社）全日本全日本トラック協会トラック協会
〒 160-0004　新宿区四谷 3-2-5

全日本トラック総合会館
03・3354・1009　 03・3354・1019

令和８年度
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